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ダンスで
大阪を元気に
akane （アカネキカク） 振付師

akane
（アカネキカク）
1992年大阪府岸和田市生まれ。大阪府立登美丘高校卒、日本女子体育大学
舞踊学専攻卒。3歳からダンスを始め、登美丘高校にダンス部創設。大学1年時
から母校のダンス部コーチとしてDANCE STADIUM 日本高校ダンス部選手権 
全国大会２連覇に導く。Mステや紅白歌合戦にも出場するほど大ブレイクしたバブ
リーダンスの生みの親。2018年ハリウッド映画『グレイテスト・ショーマン』のPR大
使としてPV振り付けを担う、日本を代表する振付師。2025大阪万博誘致イベント
にも積極的に参加。　http://akanekikaku.com/

［やく］  June 2018

ダンスを始めたのは３歳のとき。保育園のお
遊戯で楽しそうに踊っているのを見た母
親が、ダンススクールに通わせてくれた。

　小さい頃から負けず嫌いで、仕切り屋。中学時代に
は、学校の体育館を借りて本格的なダンスの発表会を
した。初めての自主公演だ。高校で入ったダンス同好
会は、ダンスを教えてくれる先生もおらず、練習もろくに
しない。違う！ と思って辞めようとしたとき、同級生が「続
けてほしい。アカネの好きなようにして。私たちはつい
ていく」と言ってくれた。先生に掛け合ってダンス部を
立ち上げた。それが、「バブリーダンス」で有名になっ
た登美丘高校ダンス部の始まりだ。
　卒業後は、日本女子体育大学に進学。ダンサーに
なりたいという思いが強かったが、次第に振付師へと
気持ちが変化した。理由の一つは、149㎝という身長。
小柄なゆえに、小さい頃から自分を大きく見せる踊りに
こだわってきた。それは自分の強みだ。今も舞台上で、
誰よりも目立つ自信がある。だけどダンサーとしては不
利なのが現実だ。
　母校で教え始めたことも大きい。帰省時にコーチを
務めたことがきっかけで、コーチになった。ダンスを教え
ることはもちろん、振り付けも衣装も全部自分で考える。
自分についてきてくれる生徒たちの必死の頑張りもあ
り、登美丘高校ダンス部は選手権２連覇を果たした。
　「バブリーダンス」がきっかけで、さまざまな人や仕事
との出会いがあり、振付師としても鍛えられ、成長でき
た。振付や演出だけでなく、映像や音楽の編集も自分
で手がけている。コンピュータは子供の頃から得意。
編集作業に入ると、時間を忘れて夢中になってしまう。
　大学の卒業公演のテーマは、岡本太郎さん。その
型破りな作品や生き方に勇気づけられた。彼が関わっ
た70年万博は、今の時代から見ても圧倒的だ。万博
は、自分たちのパフォーマンスを世界に発信できる場で
もある。自分が生きている間に、もう一度大阪万博が
開かれたら、とても幸せだ。
　東京での仕事が増えた今も、大阪は自分の拠点。
これからも、多くの人を楽しませるダンス作品をつくりな
がら、大阪を盛り上げる活動に関わっていきたい。

大阪万博をモチーフとした作品「日本万国博覧会」もプロデュース
（https://www.youtube.com/watch?v=Cq7dVJkOirU）
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人
口
減
少
下
の
日
本
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拡
張
策
と
し
て
期
待
が
か
か
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
確
保
＆
観
光
産
業
振
興
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
間
競
争
が
進
む
な
か
、

２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
の
大
阪
・
関
西
へ
の
誘
致
の
動
き
も
視
野
に
、

都
市
間
競
争
と
観
光
立
国
に
つ
い
て
考
え
た

鼎
談

基
軸
を

探
る

矢
ケ
崎
紀
子 

東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
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教
授
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府
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学
観
光
産
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究
所
長

デ
ー
ビ
ッ
ド・ア
ト
キ
ン
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小
西
美
術
工
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社 

社
長

都
市
間
競
争
と

観
光
立
国
を
考
え
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日
本
の
国
際
集
客
力
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
？

遠
来
客
の
集
客
や

都
市
間
競
争
を
意
識
し
た
戦
略
が
な
い

橋
爪　

本
日
は
「
都
市
間
競
争
と
観
光
立
国
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

最
初
に
日
本
の
国
際
集
客
力
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
、
現
状
認

識
と
着
眼
点
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
「
都
市
間
競
争
」
と
い
う
視
点
で
す
。
国
際
観
光
は
、
日
本

だ
け
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
世
界
的
な
現
象
で
す
。

私
は
、
人
口
減
少
が
予
見
さ
れ
、
国
際
観
光
の
発
展
が
予
見
で
き
た

20
年
ほ
ど
前
に
「
国
際
集
客
都
市
」
と
い
う
概
念
の
重
要
性
を
主
張

し
ま
し
た
。
ま
た
大
阪
の
活
性
化
に
必
要
な
の
は
、「
観
光
立
都
」

で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。
産
業
振
興
や
文
化
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

空
港
や
港
湾
の
計
画
、
都
市
計
画
や
地
域
計
画
に
お
い
て
も
、
観
光

集
客
の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
す
。
そ
こ
に
お
い
て

重
要
な
の
が
、
他
の
都
市
の
動
向
を
意
識
す
る
こ
と
で
す
。
私
自
身
、

海
外
の
観
光
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
政
府
観
光
局
な
ど
に
行
く
と
、
必
ず

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
ど
の
都
市
を
ラ
イ
バ
ル
と
見
て

い
る
の
か
。
例
え
ば
メ
ル
ボ
ル
ン
の
ラ
イ
バ
ル
は
国
内
で
は
シ
ド
ニ

ー
、
同
時
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
や
シ
ア
ト
ル
な
ど
海
外
の
動
き
も
意
識

し
て
い
る
。
中
国
で
は
、
青
島
と
大
連
が
互
い
に
意
識
し
な
が
ら
競

争
戦
略
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

近
年
、「
観
光
立
国
」
と
い
う
国
策
を
受
け
て
各
都
市
・
各
地
域

が
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
国
際
的
な
人
の
移
動
の
受
け
入
れ
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
は
増
え
続
け
る
訪
日
客
へ
の
対
応
で
精

一
杯
。
他
地
域
と
の
関
係
を
意
識
し
て
戦
略
的
な
観
光
開
発
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
近
い
将
来
、
世
界
有
数
の
「
観
光
大
国
」
と
な
る
志

が
あ
る
の
か
、
準
備
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
が
私
の
問
題
意
識
で
す
。

　

矢
ケ
崎
さ
ん
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

矢
ケ
崎　

日
本
の
国
際
集
客
力
の
現
状
は
、
第
１
段
階
ク
リ
ア
と
い

う
感
じ
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
第
１
段
階
と
は
、
近

い
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
来
る
と
い
う
観
光
流
動
の
特
性
に
基
づ

き
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
段
階
。
な
お
、

近
く
と
は
、
距
離
的
な
近
さ
、
社
会
経
済
体
制
の
近
さ
、
ビ
ザ
や
交

通
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
、
２
国
間
の
紐
帯
の
強
さ
等
が
包
括
さ
れ

た
も
の
で
す
。
現
状
、
訪
日
客
の
９
割
が
ア
ジ
ア
か
ら
。
欧
米
豪
は

１
割
程
度
で
す
。

　

世
界
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
大
国
を
見
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
も
イ
ギ
リ
ス

も
、
近
い
国
か
ら
の
集
客
が
６
〜
７
割
程
度
で
、
遠
い
国
か
ら
３
〜

４
割
集
客
し
、
第
２
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
遠
い
国
か
ら
観
光
客
を

大
勢
呼
ぶ
に
は
、
リ
ソ
ー
ス
を
投
入
し
て
何
か
働
き
か
け
を
し
な
い

と
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
、
そ
こ
を
政
策
と
し
て
実
施
す
る
段
階
に

来
て
い
ま
す
。

　

都
市
間
競
争
に
関
し
て
は
、
初
来
日
の
人
は
東
京
・
京
都
・
大
阪

首
都
・
古
都
・
商
都
と
い
う
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
を
訪
れ
ま
す
。

大
阪
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
上
に
あ
る
の
で
、
初
来
日
の
お
客
さ
ん

を
受
け
入
れ
る
宿
命
を
負
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
ラ
イ
バ
ル
は
国
内
で

は
東
京
で
あ
り
京
都
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
経
験
後
に
リ
ピ
ー
タ
ー

が
行
く
地
方
都
市
と
は
違
う
立
ち
位
置
に
あ
る
。
こ
れ
が
一
般
観
光

客
の
話
。
商
都
・
大
阪
の
場
合
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ＊

も
考
え
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
国
際
会
議
な
ど
の
需
要
を
考
え
る
と
京
都
が
強
敵
で
す
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

国
連
世
界
観
光
機
関＊

（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
デ
ー
タ

で
は
全
世
界
の
約
８
割
が
近
隣
諸
国
、
２
割
が
遠
方
か
ら
来
て
い
る

が
、
観
光
大
国
は
約
６
割
が
近
隣
諸
国
、
４
割
が
遠
方
か
ら
で
、
理

想
的
。
遠
方
客
は
１
人
当
た
り
消
費
額
が
多
い
の
で
、
観
光
客
数
と

消
費
額
は
ほ
ぼ
逆
転
。
約
６
割
を
占
め
る
近
隣
客
の
観
光
消
費
は
日

本
の
観
光
収
入
の
約
４
割
に
な
る
。

　

日
本
は
ア
ジ
ア
か
ら
最
も
人
を
呼
び
や
す
い
の
で
、
戦
略
的
に
観

光
大
国
に
な
る
た
め
、
ま
ず
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
を
促
し
て
成
功

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
観
光
潜
在
能
力
は
ほ
ぼ
発
揮
さ
れ
た
状
態
な

の
で
、
数
年
以
内
に
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客
数
の
伸
び
率
は
収
斂
し

て
く
る
は
ず
で
す
。
ア
ジ
ア
の
場
合
、
タ
イ
・
イ
ン
ド
・
中
国
の
人
々

に
と
っ
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
大
の
先
進
国
日
本
に
来
る
こ
と
は
憧

れ
。
道
が
舗
装
さ
れ
て
ホ
テ
ル
が
あ
っ
て
信
頼
で
き
る
商
品
と
食
事

は
何
で
も
揃
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
魅
力
を
感
じ
る
。
一
方
、
欧

米
豪
か
ら
す
れ
ば
、
個
人
所
得
水
準
が
日
本
の
２
倍
ほ
ど
あ
る
国
も

あ
り
、
道
の
舗
装
は
当
た
り
前
。
も
っ
と
高
度
な
観
光
需
要
に
応
え

な
い
と
い
け
な
い
。

　

国
の
観
光
戦
略
も
既
に
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２

月
か
ら
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が
欧
米
豪
の
特
定
市
場
に

対
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン＊

を
開
始
。
実
際
、
欧
米
豪
か
ら
の
訪
日
客
数

は
大
き
な
伸
び
が
期
待
で
き
ま
す
。

初
来
日
な
ら
メ
ジ
ャ
ー
な
観
光
地
へ

日
本
で
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の
都
市
間
競
争
は
早
過
ぎ
る

橋
爪　

20
年
ほ
ど
前
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
フ

ァ
ー
イ
ー
ス
ト
の
歴
史
あ
る
植
民
地
都
市
、
日
本
・
韓
国
に
対
し
て

は
南
の
リ
ゾ
ー
ト
だ
と
い
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。
ど
こ

の
国
か
ら
来
て
も
ら
う
か
に
よ
っ
て
、
か
な
り
戦
略
が
違
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
か
、
見
ら
れ
た
い
か
を
考

え
な
い
と
、
な
か
な
か
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
来
て
も
ら
え
な
い
。

　

例
え
ば
京
都
市
の
観
光
振
興
策
を
私
は
ず
っ
と
見
て
い
ま
す
が
、

昨
年
、
急
に
ス
ペ
イ
ン
人
が
増
え
た
。
調
べ
る
と
、
エ
ミ
レ
ー
ツ
航

空
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
日
本
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
て
い

観光大国フランスは、近隣諸国だけでなく、遠方からも集客している ©Alamy/PPS通信社

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

企
業
等
の
会
議
（M

eeting
）、

報
奨
・
研
修
旅
行
（Incentive 

T
ravel

）、
国
際
機
関
・
学
会
等

が
行
う
国
際
会
議
（Convention

）、

展
示
会
・
見
本
市
、
イ
ベ
ン
ト

（Exhibition/Event

）
の
頭
文

字
で
あ
り
、
多
く
の
集
客
交
流

が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
総
称
。

国
連
世
界
観
光
機
関

（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
＝W

orld Tourism
 

Organization

）

持
続
可
能
な
観
光
の
促
進
を
目

的
と
し
た
国
際
連
合
の
専
門
機

関
。
１
５
８
カ
国
、
６
地
域
及

び
５
０
０
以
上
の
賛
助
加
盟
員

で
構
成
。

日
本
政
府
観
光
局
の

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
世
界
規
模
で
の
訪
日
促
進
の

た
め
の
「Enjoy m

y Japan

」

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

欧
米
豪
（
欧
州
・
北
米
・
豪
州
）

市
場
を
中
心
に
存
在
す
る
「
海

外
旅
行
に
は
頻
繁
に
行
く
が
日

本
を
旅
行
先
と
し
て
認
知
・
意

識
し
て
い
な
い
層
」
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
、「
楽
し
い
国 

日
本
」

の
魅
力
を
発
信
。「
日
本
が
誰
も

が
楽
し
め
る
旅
行
目
的
地
」
で

あ
る
こ
と
を
、
２
０
２
０
年
に

向
け
て
複
数
年
に
亘
り
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。
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た
。
ま
た
フ
ィ
ン
エ
ア
ー
が
、
欧
州
各
地
か
ら
ヘ
ル
シ
ン
キ
経
由
で

福
岡
入
り
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
エ
ア
ラ
イ
ン
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
で
、
従
来
に
な
か
っ
た
人
の
動
き
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

私
の
意
見
は
少
し
異
な
り
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
と
の

直
行
便
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
実
現
し
た
。
今
、
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
は
各
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
い
き

な
り
ス
ペ
イ
ン
人
が
大
勢
来
た
の
で
は
な
く
て
、
対
ス
ペ
イ
ン
戦
略

を
ど
う
す
る
か
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
直
行
便
が
で
き
て
、
ス
ペ

イ
ン
の
皆
さ
ん
が
来
や
す
く
な
っ
て
ど
ん
ど
ん
来
て
い
る
。

　

日
本
が「
都
市
間
競
争
」を
意
識
す
る
の
は
早
過
ぎ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

あ
る
程
度
の
観
光
戦
略
が
実
行
さ
れ
て
い
る
国
で
あ
れ
ば
、
都
市
間

の
競
争
は
あ
る
が
、
日
本
は
ま
だ
そ
の
段
階
で
は
な
い
。
ど
の
国
で

あ
れ
、
初
め
て
の
人
は
メ
ジ
ャ
ー
な
場
所
に
行
く
に
決
ま
っ
て
い
る
。

例
え
ば
今
、
日
光
に
一
番
来
て
い
る
の
は
ス
ペ
イ
ン
人
で
す
が
、
だ

か
ら
ス
ペ
イ
ン
人
が
日
光
好
き
と
い
う
の
は
分
析
が
足
り
て
い
な
い
。

ス
ペ
イ
ン
人
ほ
ぼ
全
員
が
初
来
日
な
ら
、
京
都
や
日
光
に
行
く
に
決

ま
っ
て
い
る
。
も
っ
と
リ
ピ
ー
ト
率
が
上
が
っ
て
い
か
な
い
と
、
他

国
と
の
競
争
戦
略
な
ど
立
て
ら
れ
な
い
。
私
と
し
て
は
、
急
成
長
中

の
日
本
に
都
市
間
競
争
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
の
は
、
正
直
、
違

和
感
が
あ
り
ま
す
。

矢
ケ
崎　

国
籍
以
前
に
、
初
め
て
の
人
か
リ
ピ
ー
タ
ー
か
で
訪
問
先

は
大
違
い
。
韓
国
の
人
な
ど
は
国
内
旅
行
の
感
覚
。
１
回
当
た
り
平

均
３
泊
く
ら
い
し
か
し
な
い
が
、
何
度
も
来
て
い
る
。

世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
10
％
を
占
め
る
観
光
産
業
、

日
本
に
も「
集
客
産
業
」と
い
う
概
念
が
要
る

橋
爪　

観
光
産
業
の
現
状
は
い
か
が
で
す
か
。

矢
ケ
崎　

観
光
産
業
は
、
や
っ
と
観
光
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う

本
気
度
が
出
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
少
し
前
ま
で
、
観
光
産
業

と
い
う
よ
り
は
、
旅
行
事
業
者
や
宿
泊
事
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

リ
ト
リ
ー
で
の
役
割
分
担

旅
行
事
業
者
は
送
客
事
業
、
お
客
さ

ん
を
都
会
か
ら
地
域
へ
送
り
込
む
役
割
、
地
域
は
そ
れ
を
受
け
る
役

割
。
そ
う
い
う
固
定
的
な
役
割
で
国
内
旅
行
市
場
に
対
応
し
て
き
た

が
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
増
加
し
続
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
外
需
で
稼
げ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
本
気
で
対
外

的
に
も
ま
と
ま
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
成
長
は
急
激
で
す
の
で
、
途
端
に

人
手
不
足
等
の
課
題
に
直
面
し
て
、
成
長
の
制
約
要
因
が
、
思
っ
た

よ
り
早
く
出
現
し
て
い
る
か
な
と
い
う
心
配
も
し
て
い
ま
す
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

産
業
と
し
て
は
、
５
〜
６
年
前
は
１
千
万
人
で
外

貨
１
兆
円
程
度
。
今
年
は
５
兆
円
を
超
え
る
で
し
ょ
う
。
僅
か
５
〜

６
年
で
急
成
長
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
日
本
の
潜
在
能
力
の
半

分
程
度
だ
と
思
い
ま
す
。

橋
爪　

関
連
業
種
が
多
岐
に
亘
る
こ
と
を
理
由
に
、
日
本
の
標
準
産

業
分
類
に
「
観
光
」
と
い
う
業
種
が
な
い
。
こ
れ
自
体
、
観
光
産
業

の
社
会
的
位
置
づ
け
が
高
く
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

昭
和
の
日
本
人
の
観
光
は
、
週
末
ぱ
っ
と
行
っ
て
、

泊
ま
っ
て
帰
っ
て
く
る
の
が
基
本
。
単
価
自
体
が
非
常
に
安
く
、
旅

行
事
業
者
と
交
通
機
関
し
か
儲
か
ら
な
い
よ
う
な
形
だ
っ
た
。
今
は

長
く
泊
ま
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

こ
ろ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
10
年
以
内
に
日
本
に
と
っ
て
第

２
基
幹
産
業＊

に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
勢
い
で
す
。

橋
爪　

観
光
産
業
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
10
％
を
占
め
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
日
本
も
今
や
７
％
と
、
世
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
後
進
で
す
。
私
は
20
年
前
か
ら
「
集
客
産
業
」
と
い
う
概

念
を
つ
く
ら
な
い
と
ダ
メ
だ
と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
商
店
街
や

飲
食
店
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の
売
上
が
観
光
統
計
で
は
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
実
態
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

矢
ケ
崎　

日
本
も
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
提
唱
し
て
い
る
Ｔ
Ｓ
Ａ＊

を
導
入
し

て
い
ま
す
の
で
、
計
算
方
法
は
観
光
先
進
国
と
同
様
。
限
ら
れ
た
企

業
群
で
な
く
、
昔
よ
り
多
様
な
分
野
で
観
光
に
起
因
し
て
お
金
が
動

く
よ
う
に
な
っ
た
。
見
て
食
べ
て
お
し
ま
い
じ
ゃ
な
く
て
、
買
い
物

や
体
験
等
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
含
め
、
多
様
な
分
野
に
波
及
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

観
光
戦
略
＝
情
報
発
信
と
思
い
込
み
、

カ
ス
タ
マ
ー・エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
後
回
し

橋
爪　

今
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
む
べ
く
、
日
本
各
地
で
同
様

の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
問
題
点
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
が
問
題
で
は

な
く
、
最
大
の
問
題
は
、
上
質
な
カ
ス
タ
マ
ー
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
（
顧
客
体
験
）
の
提
供
の
た
め
の
整
備
が
、
未
だ
に
ほ
と
ん
ど
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

問
題
は
観
光
戦
略
＝
情
報
発
信
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
私
に
す
れ

ば
ど
う
で
も
い
い
こ
と
に
、
莫
大
な
お
金
を
投
入
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ

Ｏ＊

の
予
算
の
中
で
分
析
・
調
査
と
情
報
発
信
は
大
き
な
比
率
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
実
際
の
観
光
資
源
自
体
の
整
備
は
皆
無
に
近
い
。
例

え
ば
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー
が
わ
か
る
多
言
語
の

解
説
案
内
板
の
必
要
性
を
４
年
前
か
ら
言
っ
て
い
る
の
に
、
第
１
号

が
で
き
た
の
は
今
年
３
月
。
日
光
東
照
宮
を
皮
切
り
に
、
今
年
度
中

に
文
化
財
約
50
件
の
解
説
案
内
板
の
整
備
が
や
っ
と
始
ま
り
ま
す
。

　

何
も
な
い
の
に
情
報
発
信
さ
え
す
れ
ば
来
て
く
れ
る
と
い
う
考
え

は
甘
い
。
今
は
情
報
発
信
だ
ら
け
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
も

橋爪　紳也　　はしづめ　しんや
大阪府立大学研究推進機構特別教授；
同観光産業戦略研究所長
1960年大阪市生まれ。京都大学工学部建
築学科卒、同大学院工学研究科修士課程
修了、大阪大学大学院工学研究科博士課
程修了。京都精華大学助教授、大阪市立
大学都市研究プラザ教授などを経て、現
職。専門は建築史、都市文化論。著書

『1970年大阪万博の時代を歩く』『大大阪
の時代を歩く』『ツーリズムの都市デザ
イン』『大京都モダニズム観光』『大阪の
教科書』『にっぽん電化史』『集客都市
─文化の「仕掛け」が人を呼ぶ』『祝祭
の〈帝国〉』『大阪モダン』など、主著は
80冊以上。2025年大阪万博誘致には基本
構想段階から関わり、大阪府「国際博覧
会大阪誘致構想検討会」座長、経産省

「2025年国際博覧会検討会」委員など歴任。
https://www.osakafu-u.ac.jp/academics/
orp/21c/tourism_industy/

基
幹
産
業

一
国
の
経
済
活
動
の
基
盤
と
な

る
重
要
な
産
業
。
鉄
鋼
を
中
心

と
す
る
金
属
工
業
、
電
力
・
石

油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
機

械
工
業
、
化
学
工
業
な
ど
を
指

す
。
経
済
の
発
展
段
階
に
よ
っ

て
内
容
は
異
な
る
。
今
や
観
光

産
業
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
化
学

に
次
ぐ
「
第
３
の
基
幹
産
業
」

と
位
置
づ
け
る
声
も
あ
る
。

Ｔ
Ｓ
Ａ

（Tourism
 Satellite A

ccount

）

旅
行
・
観
光
サ
テ
ラ
イ
ト
勘
定
。

裾
野
が
広
く
全
貌
把
握
が
困
難

な
観
光
産
業
に
お
い
て
、
需
要

側
・
供
給
側
の
各
種
統
計
を
統

合
し
、
直
接
的
な
経
済
効
果
を

明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
波

及
効
果
な
ど
経
済
活
動
量
の
分

析
基
盤
を
提
供
す
る
も
の
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ

（D
estination M

anagem
ent/

M
arketing O

rganization

）

観
光
地
経
営
の
プ
ロ
組
織
。
地

域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す

と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
醸
成
す
る「
観
光
地
経
営
」

の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ

く
り
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
多

様
な
関
係
者
と
協
同
し
な
が
ら
、

明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い

た
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
の
戦
略
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
戦
略
を
着
実
に
実
施

す
る
た
め
の
調
整
機
能
を
備
え

た
法
人
。
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来
た
と
き
に
と
て
も
楽
し
か
っ
た
か
ら
、
ま
た
行
く
気
に
さ
せ
る

の
が
本
来
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
。
そ
の
日
本
基
準
を
つ
く
る
べ
き
。

実
際
に
来
た
人
は
、
ど
ん
な
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
国
が
で
き
て
、
ホ
テ

ル
に
辿
り
着
け
る
か
。
そ
れ
を
考
え
る
の
も
品
質
管
理
で
す
。

矢
ケ
崎　

ス
ム
ー
ズ
さ
は
重
要
で
す
ね
。
そ
れ
も
大
人
同
士
で
来
た

と
き
や
、
子
供
連
れ
で
来
た
と
き
の
ス
ム
ー
ズ
さ
、
い
ろ
ん
な
方
面

か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
と
い
け
な
い
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
ス
ム
ー
ズ
と
い
う
の
が
最
高
。

や
り
た
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
か
ら
、
再
訪
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
で
き
る
か
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、
実
際
に
行
っ
て
ガ
ッ
カ
リ

だ
っ
た
ら
誰
も
来
な
い
。

観
光
立
国
へ
、
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
は
？

観
光
魅
力
は
つ
く
り
磨
き
上
げ
る
も
の

単
に
強
み
を
発
信
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
な
い

橋
爪　

で
は
「
観
光
立
国
」
の
段
階
か
ら
「
観
光
大
国
」
の
実
現
に

向
け
て
、
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
ど
う
描
け
ば
い
い
か
。
日
本

の
戦
略
を
考
え
る
上
で
、
日
本
の
強
み
と
は
？

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

多
様
性
が
あ
る
こ
と
は
潜
在
的
な
強
み
で
は
あ
り

ま
す
が
、
観
光
魅
力
は
あ
く
ま
で
も
つ
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
る

な
し
の
も
の
で
は
な
い
。

　

例
え
ば
ア
フ
リ
カ
に
行
け
ば
そ
の
辺
を
動
物
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い

る
が
、
サ
フ
ァ
リ
と
し
て
整
備
し
て
商
品
づ
く
り
を
す
れ
ば
、
観
光

資
源
に
な
る
。
和
歌
山
の
高
野
山
へ
は
金
剛
峯
寺
が
な
け
れ
ば
行
き

ま
せ
ん
。
日
光
も
東
照
宮
が
あ
る
か
ら
行
く
。
そ
う
考
え
る
と
、
日

本
は
気
候
・
自
然
・
文
化
・
食
事
、
多
様
な
強
み
が
あ
る
こ
と
は
事

実
で
す
が
、
強
み
を
発
信
す
る
だ
け
で
は
、
す
ぐ
飽
き
る
。
整
備
し

て
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
で
き
上
が
る
の
が
観
光
立
国
。

御
朱
印
集
め
み
た
い
な
考
え
方
だ
と
観
光
立
国
に
な
れ
な
い
。

矢
ケ
崎　

確
か
に
観
光
の
魅
力
は
「
磨
く
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
、

人
が
手
を
か
け
て
品
質
を
高
め
て
い
く
も
の
。
サ
フ
ァ
リ
と
し
て
区

切
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魅
力
が
出
る
、
無
か
ら
有
が
生
ま
れ
る
。
そ

う
い
う
知
的
な
ゲ
ー
ム
み
た
い
な
面
白
さ
も
あ
る
。

　

私
た
ち
日
本
人
の
旅
行
は
、
１
回
行
け
ば
、
も
う
そ
こ
は
終
わ
り
。

ど
う
せ
年
間
１
、
２
回
し
か
行
け
な
い
ん
だ
か
ら
、
次
は
新
し
い
と

こ
ろ
へ
と
場
所
を
変
え
て
い
く
。
だ
か
ら
、
地
域
の
側
は
初
め
て
来

る
、
そ
し
て
二
度
と
来
な
い
お
客
さ
ん
し
か
受
け
入
れ
た
こ
と
が
な

く
て
、
何
度
も
何
度
も
来
る
お
客
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
経
験
と
ス
キ

ル
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ご
く
僅
か
。
こ
れ
が
問
題
で
す
。

橋
爪　

地
域
の
名
所
、
名
物
を
回
り
切
る
と
い
う
周
遊
型
の
旅
行
ス

タ
イ
ル
で
は
ダ
メ
な
ん
で
す
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

例
え
ば
、
大
河
ド
ラ
マ
を
誘
致
し
て
、
バ
ス
ツ
ア

ー
を
つ
く
っ
て
、
回
っ
て
終
わ
り
。

矢
ケ
崎　

そ
う
で
は
な
く
て
、
何
度
も
来
る
お
客
さ
ん
が
要
求
す
る

品
質
レ
ベ
ル
に
鍛
え
ら
れ
る
地
域
が
も
っ
と
増
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

そ
れ
が
本
当
の
強
み
に
な
る
。

橋
爪　

奈
良
に
は
以
前
、「
大
仏
商
法
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。

大
仏
が
あ
る
限
り
日
本
人
は
一
生
に
一
度
は
奈
良
に
来
る
か
ら
、
来

た
人
に
対
し
て
リ
ピ
ー
ト
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
。
名
物
だ
け
に
頼

っ
て
待
つ
大
仏
商
法
の
意
識
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

本
質
的
価
値
に
新
た
な
価
値
を
付
加
す
る
観
光
戦
略

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

若
い
人
が
増
え
て
い
る
時
代
な
ら
、
一
度
き
り
と

い
う
大
仏
商
法
も
成
り
立
ち
ま
す
が
、
人
口
は
減
っ
て
い
る
。
減
少

し
て
い
る
日
本
人
の
代
わ
り
に
外
国
人
を
誘
致
し
よ
う
と
し
て
も
、

都
道
府
県
・
市
町
村
・
広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
・
単
独
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
も
つ
く
っ

て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
行
く
と
、
解
説
案
内
板
が
な
い
、
座
る
場

所
も
な
い
。
食
べ
る
と
こ
ろ
も
ガ
イ
ド
も
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
何
も

な
い
。
情
報
発
信
だ
け
を
行
い
、
実
際
の
受
け
入
れ
体
制
は
誰
も
整

備
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
最
大
の
問
題
点
で
す
。

日
本
フ
ァ
ン
の
リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く
り
が
ゴ
ー
ル
な
の
に

観
光
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
管
理
が
で
き
て
い
な
い

矢
ケ
崎　

私
の
表
現
で
は
、
そ
れ
は
品
質
管
理
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
。
観
光
は
、
形
が
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
体
。
物
で
あ
れ

ば
品
質
管
理
は
し
や
す
い
が
、
形
が
な
い
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
、
何
の

た
め
に
ど
う
品
質
管
理
し
て
い
く
か
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

　

私
は
、
お
金
を
儲
け
る
の
も
大
変
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

日
本
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
、
ま
た
日
本
に
戻
っ
て
く
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー

づ
く
り
こ
そ
が
最
終
ゴ
ー
ル
。
自
分
自
身
が
再
訪
問
し
な
く
て
も
、

帰
国
し
て
、
日
本
は
こ
ん
な
に
よ
か
っ
た
、
あ
な
た
も
行
っ
て
み
な

さ
い
と
宣
伝
し
て
く
れ
る
日
本
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
こ
と
が
と
て
も
重

要
な
出
口
。
そ
の
出
口
か
ら
考
え
て
必
要
な
戦
略
が
ま
だ
少
な
い
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

実
際
に
カ
ス
タ
マ
ー
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
の
品

質
は
良
く
な
い
。
関
空
は
ま
あ
ま
あ
い
い
が
、
成
田
は
問
題
。
空
港

に
着
い
た
瞬
間
か
ら
成
田
を
出
る
ま
で
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

税
関
や
入
国
手
続
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
電
車
の
乗
り
方
は
わ
か

る
か
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
使
え
る
か
、
充
電
は
可
能
か
、
求
め
る
情
報
は

楽
し
く
正
し
い
文
章
で
提
供
さ
れ
て
い
る
か
。
意
外
に
で
き
て
い
な

い
。
私
は
観
光
資
源
の
付
加
価
値
向
上
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
だ
と
思
い

ま
す
が
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
も
観
光
庁
も
そ
う
い
う
品
質
管
理
を
ま
だ
十
分

に
指
導
し
て
い
な
い
。
発
信
す
れ
ば
い
い
と
い
う
マ
イ
ン
ド
は
、
あ

ま
り
に
も
安
易
で
す
。

デービッド・アトキンソン
David Atkinson
小西美術工藝社社長　　　　　　　　　
1965年イギリス生まれ。オックスフォー
ド大学日本学専攻卒。アンダーセン・コ
ンサルティング、90年来日、ソロモンブ
ラザーズ、ゴールドマン・サックス証券 
パートナーを経て、2007年退社。09年国
宝･文化財の補修を手がける創立300余年
の小西美術工藝社入社、10年代表取締役
会長、14年代表取締役社長就任。99年裏
千家入門、現在 茶名「宗

そうしん

真」拝受。著
書『新・生産性立国論』『世界一訪れた
い日本のつくりかた』『新・所得倍増論』

『国宝消滅』『イギリス人アナリストだか
らわかった日本の「強み」「弱み」』『新・
観光立国論』など。京都二条城近くに居
を構える。京都国際観光大使、政府の観
光戦略実行推進タスクフォース 有識者
メンバーなど。
http://www.konishi-da.jp/
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持
管
理
の
た
め
に
も
活
用
を
前
提
に
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

仏
像
な
ど
美
術
品
は
保
護
。
価
値
を
生
む
空
間
を
つ
く
る
に
は
、
建

築
物
が
と
て
も
大
事
で
す
。

　

最
近
、
非
常
に
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
観
光
案
内
所
を
つ
く
っ
た
の
が

大
分
県
由
布
市
。
Ｊ
Ｒ
の
駅
前
に
、
素
敵
な
２
階
建
て
の
観
光
案
内

所
が
で
き
ま
し
た
。
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
地
域
の
象
徴
で
あ
る
由

布
岳
が
見
え
、
地
元
の
森
林
を
表
現
し
た
曲
線
の
梁
が
印
象
的
で
、

案
内
所
自
体
か
ら
由
布
院
の
街
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
そ
の
案
内
所

が
考
え
て
い
る
の
は
、
観
光
客
の
集
中
を
分
散
化
さ
せ
る
街
歩
き
ル

ー
ト
の
提
案
。
攻
め
の
観
光
案
内
所
を
指
向
し
て
い
ま
す
。

橋
爪　

文
化
庁
は
15
年
か
ら
文
化
財
の
建
造
物
や
祭
り
等
も
含
め
全

部
束
ね
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
る
「
日
本
遺
産
」
の
認
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。
従
来
は
個
別
に
文
化
財
を
見
せ
て
い
た
が
、
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
地
域
内
で
も
連
携
し
た
動
き

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

富
裕
層
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
化
、

そ
れ
を
原
資
に
観
光
地
整
備
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

橋
爪　

富
裕
層
向
き
の
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
で
す
か
。
海
外
だ
と
空
港

か
ら
ヘ
リ
で
直
接
ホ
テ
ル
に
行
く
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
空
港
で
の
フ
ァ
ス
ト
レ
ー
ン
（
優
先
レ
ー
ン
）
に
関
し
て
も
、

日
本
は
公
平
を
重
視
し
が
ち
で
、
導
入
が
遅
れ
ま
し
た
。

矢
ケ
崎　

富
裕
層
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
人
が
ま
だ

少
な
い
。
そ
も
そ
も
富
裕
層
市
場
へ
の
理
解
が
足
り
な
い
。
海
外
で

は
ニ
ー
ズ
が
多
い
、
自
分
に
と
っ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
と
わ
か
っ

て
く
る
と
、
民
間
も
頑
張
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
現
状

の
制
度
で
ク
リ
ア
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

実
際
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
ま
で
は
増
え
な
い
。

　

京
都
の
二
条
城
は
昨
年
、
前
の
大
阪
万
博
以
来
47
年
ぶ
り
の
最
多

入
城
記
録
を
更
新
し
た
。
市
長
を
中
心
に
二
条
城
の
あ
り
方
を
変
え

よ
う
と
、
解
説
案
内
板
を
全
部
つ
け
た
り
、
ガ
イ
ド
制
度
を
つ
く
っ

た
り
、
開
城
時
間
を
延
ば
し
た
り
、
夏
に
は
朝
食
を
食
べ
る
イ
ベ
ン

ト
を
始
め
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
、
最
多
に
な
っ
た
。

　

二
条
城
の
場
合
、
潜
在
的
価
値
は
御
殿
に
あ
る
。
で
も
、
新
し
い

価
値
を
付
加
し
て
い
か
な
い
と
、
最
多
更
新
は
で
き
な
い
。
本
質
的

価
値
は
あ
る
が
、
付
加
価
値
が
な
い
と
観
光
立
国
に
は
な
ら
な
い
。

観
光
戦
略
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
潜
在
的
価
値
・
本
質
的
価
値
に
対

し
て
、
新
し
い
価
値
を
付
加
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

橋
爪　

特
に
文
化
庁
が
観
光
に
力
を
入
れ
始
め
て
い
ま
す
。
国
宝
・

重
要
文
化
財
の
利
活
用
を
も
っ
と
こ
れ
か
ら
行
う
と
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

そ
う
で
す
ね
。
多
様
な
規
制
を
数
年
前
か
ら
変
え

始
め
、
今
年
は
文
化
財
保
護
法
を
改
正＊

。
法
改
正
に
は
二
つ
重
要
な

点
が
あ
り
、
一
つ
は
保
存
・
活
用
計
画
の
義
務
化
。
今
ま
で
は
保
存

計
画
も
活
用
計
画
も
な
い
。
両
輪
と
し
て
保
存
・
活
用
計
画
を
義
務

化
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
も
う
一
つ
、
文
化
庁
は
文
科

省
の
外
局
で
す
が
、
地
方
に
お
け
る
文
化
行
政
は
教
育
委
員
会
が
担

っ
て
い
る
。
教
育
の
延
長
線
な
の
で
、
稼
ぐ
の
は
ダ
メ
、
公
共
性
を

大
事
に
、と
事
な
か
れ
主
義
で
や
っ
て
き
た
。
法
改
正
で
都
道
府
県
・

市
町
村
は
教
育
委
員
会
か
ら
文
化
行
政
を
外
す
こ
と
が
で
き
る
た
め

他
の
観
光
戦
略
と
連
携
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
保
存
を
充
実
し
な
が

ら
文
化
財
活
用
は
す
ご
い
勢
い
で
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

橋
爪　

従
来
、
観
光
振
興
は
経
済
部
局
、
文
化
財
保
護
は
教
育
委
員

会
。
そ
の
連
携
が
全
然
と
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
文
化

振
興
と
観
光
振
興
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
都
市
公
園
や
ス
ポ

ー
ツ
施
設
な
ど
の
運
営
に
も
、
観
光
集
客
の
視
点
か
ら
、
よ
り
積
極

的
な
利
活
用
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
、
す

な
わ
ち
維
持
費
用
が
か
か
る
施
設
か
ら
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、

す
な
わ
ち
稼
げ
る
施
設
へ
の
転
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
阪
市
内
で
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
制
度
導
入
に
よ
る

都
心
の
再
生
や
、
都
市
公
園
行
政
に
観
光
の
視
点
を
入
れ
る
実
践
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
大
阪
城
公
園
や
天
王
寺
公
園
を
民
間
事
業
者
の

管
理
・
運
営
に
委
ね
る
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト＊

の
導
入
に
も
深
く
関

わ
り
ま
し
た
。
大
阪
城
の
場
合
、
重
要
文
化
財
が
幾
つ
も
点
在
す
る

史
跡
公
園
に
、
国
際
観
光
の
視
点
を
導
入
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
、
よ
り
多
く
の
人
に

来
て
も
ら
い
収
益
を
あ
げ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ
の
一
部
を
公
園
の

維
持
費
に
回
す
。
ま
だ
制
度
が
な
か
っ
た
の
で
大
変
で
し
た
が
、
よ

う
や
く
都
市
公
園
法
も
改
正＊

さ
れ
、
公
園
も
観
光
の
た
め
に
使
う
方

向
に
、
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
歴
史
を
体
験
で
き
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
紡
ぐ

橋
爪　

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
戦
略
を
考
え
る
上
で
良
い
事
例
は
あ
り

ま
す
か
。
例
え
ば
丹
波
篠
山
の
事
例＊

な
ど
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
城
下

町
の
各
所
に
点
在
す
る
複
数
の
古
い
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

宿
と
し
て
利
用
、
全
体
を
一
つ
の
宿
泊
施
設
と
し
て
運
営
す
る
。
従

来
の
旅
館
業
法
で
は
宿
ご
と
に
帳
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、
特
区
に
よ
っ
て
実
現
で
き
た
。
市
街
地
全
体
を
、
滞
在
地
と
す

る
発
想
を
、
日
本
で
最
初
に
示
し
ま
し
た
。

矢
ケ
崎　

丹
波
篠
山
は
、
と
て
も
良
い
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。
景
観

が
い
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
部
分
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
つ
く
り
込

ん
で
き
た
プ
ロ
セ
ス
を
、
他
の
地
域
も
勉
強
す
れ
ば
い
い
。

　

文
化
財
保
護
法
改
正
時
の
ワ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
文
化
財
も
多
様
で
す
。
丹
波
篠
山
の
よ
う
な
建
築
物
は
維

文
化
財
保
護
法
改
正

文
化
財
を
生
か
し
た
地
域
振
興

を
促
す
「
文
化
財
保
護
法
及
び

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
が
18
年
３
月

閣
議
決
定
さ
れ
、
第
１
９
６
回

国
会
（
通
常
国
会
）
に
て
成
立
。

19
年
４
月
１
日
施
行
。 

パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

民
間
事
業
者
の
柔
軟
か
つ
優
れ

た
ア
イ
デ
ア
や
活
力
を
導
入
し
、

世
界
的
な
観
光
拠
点
に
相
応
し

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
新
た
な

魅
力
の
創
出
を
図
る
た
め
、
民

間
主
体
の
事
業
者
が
公
園
全
体

を
総
合
的
か
つ
戦
略
的
に
一
体

管
理
す
る
こ
と
。

都
市
公
園
法
改
正

17
年
春
「
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
に
重
要
な
関
わ
り
を
持
つ

都
市
公
園
法
（
都
市
公
園
の
設

置
・
管
理
基
準
等
に
係
る
規
定

を
定
め
た
法
律
）
が
改
正
さ
れ
、

公
園
内
に
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、
売
店
等
を
設
置
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。

丹
波
篠
山
の
事
例

過
疎
化
が
進
む
地
域
で
空
き
家

が
問
題
に
な
る
な
か
、
国
家
戦

略
特
区
の
関
西
圏
特
区
事
業
と

し
て
「
歴
史
的
建
築
物
等
に
関

す
る
旅
館
業
法
の
特
例
」
に
よ

り
、
城
下
町
や
農
村
地
域
に
お

い
て
玄
関
帳
場（
フ
ロ
ン
ト
）設

置
義
務
な
ど
を
規
制
緩
和
、
古

民
家
の
新
し
い
活
用
法
を
実
現
。

矢ケ崎　紀子　やがさき　のりこ
東洋大学国際観光学部国際観光学科教授

（観光政策）
1963年北海道生まれ。国際基督教大学政
治学専攻卒、九州大学大学院法学府政治
学専攻修士課程修了。住友銀行、日本総
合研究所上席主任研究員。この間08年
観光庁設立と同時に参事官（観光経済
担当）、観光統計の創設・整備、観光白
書、休暇改革等に従事。11年より首都大
学東京特任准教授、14年より東洋大学准
教授、のち教授。著書『インバウンド観
光入門』など。交通政策審議会委員、観
光庁観光産業政策検討会、同観光おもて
なし研究会座長など歴任。現在、東京オ
リンピック・パラリンピック競技大会組
織委員会委員、京都市住みたい・訪れた
いまちづくりに係る財源の在り方検討会、
日本商工会議所 地域インバウンド推進
ワーキング有識者委員など。
http://ris.toyo.ac.jp/profile/ja.63339ca
4001eab70102698abf94bbad7.html
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
い
い
関
係
性
づ
く
り
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

矢
ケ
崎　

住
ん
で
い
る
人
も
来
る
人
も
悪
い
人
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
密

度
が
濃
す
ぎ
る
と
、
ど
う
し
て
も
摩
擦
が
起
き
ま
す
。
日
本
全
体
で

分
散
す
れ
ば
、
も
っ
と
数
と
し
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も

初
め
て
来
る
人
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
す
る
。
こ
こ
を
ど

う
バ
ラ
ン
ス
と
っ
て
い
く
か
で
す
。

　

あ
る
程
度
新
規
客
は
受
け
入
れ
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
東
京
・
京
都
・
大
阪
は
、
今
ま
で
以
上
の
覚

悟
を
持
っ
て
受
け
入
れ
体
制
整
備
を
や
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け

な
い
。
た
だ
、
持
続
可
能
と
い
う
こ
と
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー

日

本
人
は
繰
り
返
し
訪
れ
る
旅
行
経
験
が
少
な
い
の
で
、
ど
う
働
き
か

け
れ
ば
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー
は
ど
う
い
う
行
動
を

す
る
か
の
分
析
が
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
を
分
析
し
て
、
地
方
分
散

を
図
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
持
続
可
能
性
が
あ
る
。
住
ん
で
良
し
、
訪

れ
て
良
し
の
国
づ
く
り
が
究
極
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　

一
方
で
、
観
光
産
業
を
考
え
る
と
、
人
が
足
り
な
い
。
安
売
り
合

戦
か
ら
脱
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
こ
と
と
同
時

に
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
や
り
方
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
、
古
い
習
慣
を
引
き
ず
っ
て
い
る
面
が
ま
だ
あ
る
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
変
え
て
い
く
経
営
者
が
出
な
い
と
い
け
な
い
し
、

持
続
可
能
性
は
多
面
的
に
攻
め
な
い
と
実
現
し
て
い
か
な
い
。

橋
爪　

以
前
、
京
都
は
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
差
が
す

ご
く
あ
り
ま
し
た
。
今
は
平
準
化
さ
れ
、
年
間
通
じ
て
混
ん
で
い
る
。

従
来
と
違
う
人
た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
祇
園
な
ど
舞
妓
に
触
る
人
が

出
る
の
で
、
舞
妓
に
触
ら
な
い
で
と
い
う
立
て
看
板
を
つ
く
っ
た
。

割
烹
料
理
屋
は
ド
タ
キ
ャ
ン
は
や
め
ま
し
ょ
う
と
訴
え
て
い
る
。

矢
ケ
崎　
「
京
都
ノ
ト
リ
セ
ツ＊

」
で
す
ね
。

橋
爪　

ト
リ
セ
ツ
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム＊

の

今
ま
で
単
に
訪
日
外
国
人
と
一
括
り
に
し
て
い
て
、
富
裕
層
と
い
う

考
え
方
自
体
な
か
っ
た
。
実
際
に
富
裕
層
戦
略
が
走
り
出
し
た
の
は
、

昨
年
末
頃
か
ら
な
の
で
、
で
き
て
な
い
の
は
当
た
り
前
。

　

日
本
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
対
応
の
特
徴
は
「
無
料
」
と
い
う
こ
と
。
富
裕
層

戦
略
と
し
て
、
特
権
階
級
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
に
し
て
い
る
の
は

海
外
の
考
え
方
。
日
本
で
は
タ
ダ
で
特
権
を
手
に
入
れ
て
い
る
。

橋
爪　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
パ
リ
な
ど
の
空
港
で
も
、
幾
ら
か
払
え
ば

誰
も
が
フ
ァ
ス
ト
レ
ー
ン
で
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇
で
す
よ
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

日
本
の
場
合
、
特
権
階
級
の
人
た
ち
は
、
お
金
を

払
う
人
に
は
使
わ
せ
た
く
な
い
。
そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
。
特
権
的
サ
ー

ビ
ス
を
有
料
に
す
れ
ば
、
そ
れ
を
原
資
に
観
光
地
整
備
も
進
む
の
に
、

そ
う
は
考
え
な
い
。
意
識
の
壁
を
壊
す
の
は
大
変
な
ん
で
す
よ
。

　

観
光
地
の
整
備
、
今
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客
向
け
で
す
が
、
長

期
休
暇
を
と
っ
て
お
金
と
時
間
を
使
っ
て
日
本
ま
で
来
る
欧
米
豪
に

対
し
て
は
、
も
っ
と
高
度
な
整
備
が
必
要
で
す
。
文
化
財
で
も
国
立

公
園
で
も
、
欧
米
豪
を
基
準
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
予
算
が
増

え
る
。
こ
こ
を
や
ら
な
い
と
、
整
備
レ
ベ
ル
は
低
い
ま
ま
。
海
外
で

は
、
五
つ
星
ホ
テ
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
四
つ
も
三
つ
も
二
つ
も

一
つ
も
で
き
て
く
る
が
、
日
本
は
逆
。
一
つ
、
二
つ
は
数
多
い
が
、

五
つ
星
ホ
テ
ル
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
高
い
と
こ
ろ
に
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
観
光
地
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

今
後
の
課
題
と
方
策
は
？

人
口
減
を
カ
バ
ー
し
持
続
可
能
な
観
光
へ

住
ん
で
良
し
訪
れ
て
良
し
の
国
づ
く
り
を

橋
爪　

今
後
の
課
題
と
方
策
は
何
か
。
京
都
で
も
今
、
住
民
と
観
光

客
の
間
で
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
観
光
へ
、
住
民
と

話
が
世
界
で
も
こ
れ
か
ら
議
論
に
な
る
。
ま
だ
人
が
少
な
い
エ
リ
ア

に
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

矢
ケ
崎　
「
観
光
公
害
」
と
い
う
言
葉
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
阪
も
道
頓
堀
・
心
斎
橋
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
分
散
も

含
め
た
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
が
、
特
に
３
大
都
市
は
大
事
で
す
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

観
光
公
害
と
い
う
の
は
、
全
く
意
味
が
わ
か
ら
な

い
。
今
ま
で
は
内
需
が
拡
大
し
て
い
た
か
ら
、
日
本
は
ほ
と
ん
ど
鎖

国
状
態
の
ま
ま
。
最
近
、
違
う
価
値
観
を
持
つ
外
国
人
が
入
っ
て
来

た
。
価
値
観
が
違
う
か
ら
そ
れ
を
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
都
合
良
く
片
付

け
、
自
分
の
価
値
観
＝
マ
ナ
ー
が
良
い
と
押
し
つ
け
る
の
は
、
典
型

的
な
鎖
国
的
考
え
方
。

　

ベ
ネ
ツ
ィ
ア
は
６
万
人
し
か
住
ん
で
い
な
い
街
に
２
２
０
０
万
人

が
来
る
。
そ
れ
は
観
光
公
害
。
フ
ラ
ン
ス
は
人
口
６
５
０
０
万
人
に

対
し
て
９
０
０
０
万
人
弱
、
１
・
５
倍
近
く
。
あ
れ
も
観
光
公
害
。

日
本
は
１
億
２
７
０
０
万
人
に
対
し
て
３
０
０
０
万
人
弱
、
観
光
公

害
に
な
る
よ
う
な
数
字
に
は
、
ほ
ど
遠
い
。
国
の
規
模
か
ら
す
る
と
、

観
光
後
進
国
か
ら
ち
ょ
っ
と
抜
け
出
た
程
度
で
す
。
し
か
し
も
っ
と

本
質
的
な
議
論
を
す
れ
ば
、
観
光
公
害
と
は
十
分
な
対
価
を
貰
っ
て

い
な
い
こ
と
を
言
い
ま
す
。

ビ
ー
チ
も
ス
キ
ー
も
街
歩
き
も
、需
要
が
多
く
他
に
な
い

滞
在
リ
ゾ
ー
ト
＋
日
帰
り
観
光
を
売
り
込
め

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
へ
の
集
中
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
失
敗
と
も
言
え
ま
す
。
今
ま
で
日
本
の
観
光
魅
力
は
芸
妓
や

金
閣
寺
だ
と
言
っ
て
き
た
か
ら
、
京
都
が
混
雑
す
る
の
も
当
た
り
前
。

し
か
も
、
世
界
の
観
光
客
12
億
人
の
ご
く
一
部
し
か
呼
べ
て
い
な
い
。

　

日
本
は
、
来
た
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
強
い
が
来
な
い
人
を
発
掘
し

て
来
て
も
ら
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
下
手
。
今
来
て
い
る
人
た
ち
だ

京
都
ノ
ト
リ
セ
ツ

京
都
市
が
世
界
最
大
の
旅
行
情

報
サ
イ
ト
「T

rip A
dvisor

」

を
運
営
す
る
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
社
と
連
携
し
て
作
成
し

た
外
国
人
観
光
客
向
け
の
マ
ナ

ー
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

観
光
地
が
耐
え
ら
れ
る
以
上
の

観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
状
態

（
過
剰
な
混
雑
）
の
こ
と
。

日本のゴールデンルートにある京都では舞妓さんの人気は高い ©Alamy/PPS通信社
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り
や
ス
キ
ー
を
徹
底
的
に
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
京
都
に
行
か
な
い

人
を
呼
び
込
め
ば
い
い
。
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト＊

は
そ
れ
が

狙
い
で
す
。

　

日
本
は
漫
画
を
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
と
言
う
が
、
漫
画
好

き
な
人
は
観
光
客
の
約
２
％
に
満
た
な
い
。
こ
の
２
％
分
野
の
日
本

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
は
９
割
で
す
が
、
２
％
の
９
割
。
ビ
ー
チ
や

ス
キ
ー
の
大
需
要
が
あ
る
の
に
、
日
本
は
漫
画
・
ア
ニ
メ
ば
か
り
言

っ
て
い
る
。
大
自
然
を
な
ぜ
放
置
し
て
い
る
の
か
。

矢
ケ
崎　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
地
方
が
売
り
込
め
る
大
事
な
コ
ン
テ

ン
ツ
。
も
っ
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ご
と
に
戦
略
を
つ
く
れ
ば
い
い
。

橋
爪　

観
光
消
費
を
増
や
す
滞
在
型
に
変
え
る
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
重
視
の
テ
ー
マ
型
観
光
が
重
要
で
す
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

ビ
ー
チ
も
含
め
たEnjoy m

y Japan

の
コ
ン
セ

プ
ト
ム
ー
ビ
ー
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
と
て
も
好
評
で
し
た
が
、
ロ
ン

ド
ン
の
旅
行
業
界
関
係
者
か
ら
の
最
も
多
い
コ
メ
ン
ト
は
、「
日
本

に
ビ
ー
チ
あ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
。
島
国
で
す
よ
（
笑
）。
小
さ
な

島
国
で
は
ビ
ー
チ
に
２
日
３
日
滞
在
す
る
と
、
退
屈
で
仕
方
な
い
。

日
本
な
ら
周
囲
に
幾
ら
で
も
観
光
資
源
が
あ
る
。
ビ
ー
チ
が
あ
っ
て

別
の
観
光
資
源
が
多
い
国
は
、
そ
う
多
く
は
な
い
ん
で
す
よ
。

橋
爪　

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
で
滞
在
し
て
、
日
帰
り
で
都
会
や
歴
史
的

市
街
地
に
行
く
と
い
っ
た
楽
し
み
方
も
で
き
る
。

矢
ケ
崎　

そ
れ
が
日
本
の
観
光
資
源
の
奥
行
き
の
深
さ
。
ス
キ
ー
に

行
っ
て
も
、
ビ
ー
チ
か
ら
も
、
ち
ょ
っ
と
街
に
遊
び
に
行
け
る
と
い

う
の
が
深
さ
。
滞
在
型
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
１
個
し
っ
か
り
あ
れ

ば
、
周
り
に
い
ろ
い
ろ
遊
び
に
行
け
る
の
で
飽
き
な
い
。
そ
れ
が
日

本
の
強
み
、
多
様
性
に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

伏
見
稲
荷
も
実
は
大
き
な
魅
力
の
一
つ
は
山
登
り
。

都
会
の
近
く
で
登
れ
る
山
は
案
外
少
な
い
ん
で
す
よ
。

け
で
な
く
、
来
な
い
人
に
魅
力
を
伝
え
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
単
に
訪

日
外
国
人
や
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
で
な
く
、
世
代
・
性
別
・
家
族
構
成
・

趣
味
な
ど
細
分
化
し
て
分
析
し
、
需
要
と
供
給
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

て
い
く
。
ど
う
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
、
ど
う
い
う
魅
力
を
整
備
し
て
、

ど
う
売
り
込
ん
で
来
て
も
ら
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

例
え
ば
２
月
か
ら
始
め
たEnjoy m

y Japan

の
グ
ロ
ー
バ
ル
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

前
の
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
の
動
画
再
生
数
は

８
２
０
万
回
。
今
回
の
コ
ン
セ
プ
ト
ム
ー
ビ
ー
は
約
２
カ
月
で
４
２

０
０
万
回
。
前
回
は
日
本
人
が
主
役
で
日
本
は
こ
う
い
う
国
で
す
と

い
う
紹
介
。
今
回
は
欧
米
豪
の
人
が
主
役
で
彼
ら
が
日
本
へ
行
っ
て

楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
せ
て
、「
私
も
行
こ
う
」
と
思
え
る
。
そ
の

違
い
が
一
つ
。
も
う
一
つ
強
調
し
た
い
点
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
す
ご

く
細
分
化
し
た
。
な
ぜ
日
本
に
来
な
い
の
か
徹
底
的
に
分
析
。
従
来

の
日
本
の
Ｐ
Ｒ
映
像
は
、
７
割
が
歴
史
・
文
化
、
１
割
が
自
然
、
１

割
が
食
や
都
市
だ
っ
た
が
、
今
回
は
詳
細
な
分
析
の
末
、
自
然
４
割
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
２
割
、
文
化
系
２
割
、
食
２
割
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
は
ほ
と
ん
ど
自
然
観
光
な
の
で
、
４
割
＋
２
割
＝
６
割
が
自
然
系
。

神
社
仏
閣
や
芸
妓
さ
ん
を
残
し
つ
つ
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
川

下
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
を
紹
介
。
今
ま
で
は
、

世
界
で
約
12
億
人
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
中
で
、
ご
く
一
部
に
し
か

訴
求
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
世
界
最
大
は
ビ
ー
チ
、
２
番
目
は
ス
キ

ー
で
日
本
の
雪
質
は
す
ご
く
良
い
。
だ
け
ど
日
本
は
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー

ト
や
ス
キ
ー
を
徹
底
的
に
海
外
に
売
り
込
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
ま
た

世
界
一
人
口
が
多
い
趣
味
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ら
し
い
。
日
本
は
海
に

囲
ま
れ
川
も
多
く
、
い
ろ
ん
な
魚
が
釣
れ
る
し
、
釣
り
具
の
シ
ェ
ア

も
世
界
一
、
な
の
に
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
売
り
込
ん
だ
こ
と
は
な
い
。

釣
り
好
き
や
ス
キ
ー
好
き
の
人
は
ほ
と
ん
ど
京
都
に
行
か
な
い
。
釣

国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
、
十
和
田

八
幡
平
国
立
公
園
、
日
光
国
立

公
園
、伊
勢
志
摩
国
立
公
園
、大

山
隠
岐
国
立
公
園
、
阿
蘇
く
じ

ゅ
う
国
立
公
園
、
霧
島
錦
江
湾

国
立
公
園
、
慶
良
間
諸
島
国
立

公
園
の
８
カ
所
の
国
立
公
園
で

「
国
立
公
園
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
０
」
を
策

定
、
２
０
２
０
年
を
目
標
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
取
り
組
み

を
計
画
的
・
集
中
的
に
実
施
し
、

日
本
の
国
立
公
園
を
世
界
の
旅

行
者
が
長
期
滞
在
し
た
い
と
憧

れ
る
旅
行
目
的
地
に
し
よ
う
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

蹴
上
発
電
所
や
黒
部
ダ
ム
は

世
界
に
誇
る
産
業
観
光
資
源
だ

橋
爪　

最
後
に
観
光
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
の
役
割
は
何
か
。

矢
ケ
崎　

電
力
会
社
さ
ん
は
、
や
っ
ぱ
り
地
域
で
存
在
感
の
あ
る
イ

ン
フ
ラ
企
業
で
す
か
ら
ね
。
地
域
が
観
光
振
興
で
稼
ぎ
た
い
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
を
後
ろ
で
し
っ
か
り
支
え
て
く
だ
さ
る
と
い
い
。

橋
爪　

近
年
、
世
界
の
各
都
市
が
、
夜
景
を
い
か
に
美
し
く
見
せ
る

か
を
競
い
合
っ
て
い
る
。
都
市
型
だ
と
香
港
み
た
い
に
街
全
体
を
舞

台
に
毎
晩
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ョ
ー
を
し
た
り
、
プ
ラ
ハ
の
よ

う
な
歴
史
的
市
街
地
だ
と
古
い
建
物
か
ら
順
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
す
る

な
ど
、
都
市
ご
と
に
工
夫
が
あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
で
き
、
制
御
系
も
進

む
な
ど
、
夜
景
づ
く
り
が
技
術
的
に
は
か
な
り
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
大
阪
に
お
け
る
「
光
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
、
中
之
島

近
傍
の
夜
景
を
刷
新
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
建
物
の
夜
景
づ
く
り

な
ど
に
も
官
民
連
携
で
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
関
西
電
力
と
も
一

緒
に
、
ナ
イ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
光
の
演
出
を
創
意
工
夫
し
な
が

ら
形
に
し
て
き
た
。
冬
場
に
は
、
都
心
部
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
広
域
連
携
事
業
「
光
の
饗
宴
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

昨
年
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
日
光
で
夜
間

参
拝
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
す
ご
い
人
気
。
陽
明
門
を
真
っ
暗
な
中
で

ふ
わ
ー
っ
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
素
敵
で
す
。

橋
爪　

も
と
も
と
日
本
に
は
『
陰い
ん
え
い
ら
い
さ
ん

翳
礼
讃
』
の
よ
う
に
、
影
と
光
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
る
美
意
識
が
あ
る
。
一
方
で
ス
マ
ー
ト
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
の
技
術
開
発
も
あ
る
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
夜

景
の
演
出
の
創
意
工
夫
な
ど
も
、
電
力
会
社
が
関
与
で
き
る
観
光
振

興
の
領
域
で
す
。
ま
た
関
西
電
力
の
場
合
、
日
本
の
近
代
化
を
牽
引

し
た
京
都
の
蹴
上
発
電
所
や
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
黒
部
ダ
ム
な

黒部ダムは日本が誇る産業観光資源だ
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ど
、
世
界
に
誇
る
べ
き
土
木
観
光
・
産
業
観
光
資
源
を
持
っ
て
い
る
。

関
西
電
力
が
切
り
開
い
た
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
は
、
外
国
人
観
光
客
に

も
人
気
の
あ
る
山
岳
観
光
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
を
大
阪
・
関
西
へ

地
域
に
根
ざ
す
企
業
と
し
て
都
市
の
夢
を
支
え
て
い
く

橋
爪　

２
０
２
５
年
の
国
際
博
覧
会
（
万
博
）
を
大
阪
・
関
西
に
誘

致
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
ご
存
じ
で
す
か
。
関
西
空
港
や
伊
丹
空

港
、
新
大
阪
駅
な
ど
で
は
、
多
く
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
万
博
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

矢
ケ
崎　

メ
ガ
イ
ベ
ン
ト
に
過
度
に
期
待
し
な
い
ほ
う
が
い
い
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
は
、
世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
一
方
、
開
催
前
中

後
に
生
じ
る
需
要
の
不
連
続
性
を
上
手
に
乗
り
こ
な
す
力
を
つ
け
る

と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

万
博
も
集
客
戦
略
の
一
つ
な
の
で
、
大
阪
万
博
を
機
に
ど
う
関
西

や
日
本
を
紹
介
し
て
、
自
分
た
ち
の
強
み
に
変
え
て
い
く
か
。
ロ
ン

ド
ン
五
輪
は
、
メ
ガ
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
っ
た
後
の
こ
と
を
重
点
的
に

考
え
ま
し
た
が
、
大
阪
で
も
そ
れ
が
重
要
で
す
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
唯
一
言
え
る
の
は
、
過
度

に
期
待
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
整
備
実
績
は
上
が
っ
て
い
る
。
勘
違
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
整
備
を
す
る
こ
と
で
人
を
呼
べ
る
よ
う
に
な
る
。

矢
ケ
崎　

そ
れ
を
大
阪
万
博
で
も
上
手
に
や
っ
て
ほ
し
い
。
万
博
を

経
て
大
阪
は
ど
う
い
う
観
光
都
市
に
な
っ
て
い
く
の
か
。
夢
を
描
き
、

皆
さ
ん
で
合
意
す
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ア
ト
キ
ン
ソ
ン　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
来
訪
し
た
マ
ス

コ
ミ
を
う
ま
く
使
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
全
試
合
を
見
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
。
空
い
て
る
時
間
に
、
政
府
が
マ
ス
コ
ミ
を
各
地
へ
連
れ
て
行
く

こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
観
光
地
か
を
世
界
に

対
し
て
タ
ダ
で
発
信
し
て
も
ら
っ
た
。
大
阪
万
博
で
も
、
い
い
記
事

を
書
い
て
く
れ
る
よ
う
工
夫
す
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

橋
爪　

２
０
２
５
年
国
際
博
覧
会
の
基
本
構
想
や
会
場
計
画
の
立
案

に
深
く
関
与
し
て
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
デ
ザ
イ
ン
」。
一
人
ひ
と
り
が
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
に
想
い
を

馳
せ
つ
つ
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
Ａ
Ｉ
な
ど
、
生
活
を
支
え
る
技

術
の
進
化
を
提
示
す
る
場
と
し
た
い
。「
多
様
性
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
来
場
者
は
３
０
０
０
万
人
を
想
定
し
て
ま

す
が
、
一
方
で
80
億
人
に
も
及
ぶ
と
想
定
さ
れ
る
世
界
中
の
人
が

ネ
ッ
ト
で
ア
ク
セ
ス
を
し
て
、
会
場
と
つ
な
が

る
。
世
界
の
人
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
共
創
す
る
「
リ
ビ
ン

グ
・
ラ
ボ
」
と
な
る
よ
う
に
と
い
う
構
想
。
会

場
は
夢
洲
と
呼
ば
れ
る
埋
立
地
で
す
。
西
に
大

阪
湾
か
ら
瀬
戸
内
海
が
広
が
っ
て
い
る
。
特
に

夕
景
な
ど
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
万
博
会
場
を
ゲ
ー
ト
と
し
て
、
関
西
お

よ
び
瀬
戸
内
全
体
へ
の
国
際
観
光
が
盛
ん
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

関
西
電
力
も
、
地
域
に
根
ざ
す
企
業
と
し
て
、

ぜ
ひ
大
阪
万
博
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
私

は
、
万
博
開
催
が
目
標
で
は
な
く
、
２
０
２
５

年
を
契
機
と
し
て
、
関
西
ひ
い
て
は
日
本
が
、

世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
真
の
「
観
光
大
国
」
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
８
年
5
月
8
日 

実
施
）　

編
集
／
田
窪
由
美
子

観光立国への
視点

2017年の訪日外国人客は約2870万人に達し、過去最高を更新した。

「2020年に訪日外国人客4000万人」を目標に掲げる日本では、

国や自治体、事業者など、それぞれが対応に取り組んでいる。

観光立国へ、「競争戦略」「万博誘致」「地域と企業」といった各側面について、

各分野の専門家・有識者の意見を聴いた──

©kampee patisena/Moment/Getty Images
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21
世
紀
の
成
長
産
業
の
一
つ
と
さ
れ
る
観
光
産

業
。
実
際
、
訪
日
客
数
は
増
加
の
一
途
を
辿
り
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
落
ち
込
ん
だ
も
の

の
、
そ
の
後
の
伸
び
は
著
し
く
、
17
年
の
訪
日
客
数

は
約
２
８
７
０
万
人
。
６
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。
背
景
に
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
、
ビ
ザ
発
給
緩

和
、
円
安
傾
向
な
ど
が
あ
る
が
、
伸
び
の
理
由
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
に
は
、
長
く
守
り

続
け
た
歴
史
・
文
化
、
新
た
に
生
み
出
し
続
け
て
い

る
ア
ニ
メ
等
の
現
代
カ
ル
チ
ャ
ー
、
さ
ら
に
食
事
や

買
い
物
な
ど
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
く
、
そ
れ

ら
情
報
を
う
ま
く
世
界
に
発
信
し
て
い
る
。

　

人
の
旅
行
動
機
は
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
好

奇
心
や
向
上
心
の
充
足
、
大
切
な
人
と
の
時
間
共
有

等
々
さ
ま
ざ
ま
だ
。
日
本
、
と
り
わ
け
関
西
に
は
、

観
光
客
が
求
め
る
す
べ
て
が
あ
る
。
京
都
・
奈
良
を

は
じ
め
歴
史
を
誇
る
古
都
が
あ
り
、
自
然
・
景
勝
に

も
恵
ま
れ
、
温
泉
も
数
多
い
関
西
に
は
、
幅
広
い
旅

行
動
機
を
満
た
す
地
域
資
源
が
あ
る
。

　

今
や
訪
日
客
の
存
在
は
日
常
風
景
と
な
っ
た
。
し

か
し
今
後
、
訪
日
客
数
が
年
間
４
０
０
０
万
人
、
さ

ら
に
２
０
３
０
年
目
標
で
あ
る
６
０
０
０
万
人
と
増

え
た
と
き
、
き
ち
ん
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
。
都

市
間
競
争
の
時
代
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
磨
き
、
地
域
に

人
を
呼
び
込
む
情
報
発
信
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
に
注

力
す
る
だ
け
で
な
く
、
次
の
段
階
と
し
て
、
地
域
住

民
へ
の
対
応
の
あ
り
方
も
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
こ

と
が
、
観
光
立
国
を
め
ざ
す
際
に
必
要
と
な
っ
て
く

る
。

　

予
想
さ
れ
る
の
は
、
宿
泊
や
交
通
を
め
ぐ
る
住
民

の
「
イ
ラ
ダ
チ
」
の
増
加
だ
。
観
光
客
が
増
え
れ
ば

地
域
が
活
性
化
し
、
最
初
は
歓
迎
さ
れ
る
。
し
か
し

一
定
数
を
超
え
る
と
、
住
民
と
の
摩
擦
が
生
じ
が
ち
。

今
年
６
月
に
民
泊
新
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
民
泊
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
、
多
く
の
自
治
体
で
規
制
条
例
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
大
型
ツ
ア
ー
バ
ス
等
に
よ
る
渋
滞
や
違
法
駐
車

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

　

観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
も
、
地
域
に
歓
迎
さ
れ
な

け
れ
ば
成
功
と
は
言
え
な
い
。「
観
光
公
害
」
を
防

ぐ
手
立
て
も
、
同
時
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

観
光
分
野
で
は
、
従
来
「
自
助
」
と
「
公
助
」
だ

け
だ
っ
た
が
、
今
後
は
「
共
助
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
る
。
そ
の
点
で
、
観
光
地
経
営
の
プ
ロ
組
織
「
Ｄ

Ｍ
Ｏ
（D

estination M
anagem

ent/M
arketing 

O
rganization

）」
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
大
き
い
。

例
え
ば
ハ
ワ
イ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、「
住
民
満
足
度
の
向

上
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。
観
光

産
業
の
発
展
に
よ
る
経
済
効
果
を
住
民
に
伝
え
る
と

と
も
に
、
住
民
の
不
満
に
は
解
消
努
力
を
重
ね
る
。

結
果
、「
共
助
」
が
実
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
カ
ラ

観 光 立 国 へ の 視 点

高
橋
一
夫 

近
畿
大
学
経
営
学
部
商
学
科 

教
授

競
争
戦
略

観
光
客・事
業
者・地
域
住
民
の

W
i
n
-W
i
n
-W
i
n
で
、

観
光
立
国
の
実
現
を

たかはし　かずお
近畿大学経営学部商学科教授

（観光マーケティング、地域ブランド）
1959年名古屋市生まれ。立命館大学
法学部卒、大阪府立大学大学院経
済学研究科博士前期課程マーケティ
ング専攻修了。83年ＪＴＢ入社、営業
開発部長、コミュニケーション事業部
長などを務め、2006年退社。流通科
学大学教授を経て12年より現職。総
務省地域再生マネージャーも務める。
著書『DMO─観光地経営のイノベー
ション』、編著『１からの観光事業論』 

『CSV観光ビジネス』『旅行業の扉』
など。
http://research.kindai.ac.jp/profile/
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カ
ウ
ア
大
通
り
に
あ
る
交
番
は
、
周
辺
の
事
業
者
が

資
金
を
出
し
合
っ
て
つ
く
っ
た
も
の
だ
。
交
番
が
あ

る
こ
と
で
人
々
が
夜
間
も
安
心
し
て
街
に
出
る
こ
と

が
で
き
、
消
費
を
促
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
恩
恵
を
受

け
る
商
店
や
飲
食
店
等
の
事
業
者
が
納
得
感
を
持
っ

て
資
金
を
負
担
し
合
う
。
海
外
に
は
こ
う
し
た
分
担

金
制
度
が
あ
り
、
日
本
で
も
導
入
に
向
け
た
議
論
が

進
ん
で
い
る
。

　

関
係
者
が
観
光
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
解

決
し
た
事
例
は
、
日
本
に
も
あ
る
。
私
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
時

代
に
携
わ
っ
た
例
で
は
、
奈
良
・
吉
野
山
に
お
け

る
桜
の
季
節
の
交
通
渋
滞
が
大
問
題
に
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
の
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法

を
取
り
入
れ
、
観
光
バ
ス
駐
車
場
を
予
約
制
に
し
た

こ
と
で
、
駐
車
場
ま
で
２
時
間
か
か
っ
て
い
た
大
渋

活
用
す
る
か
。
U
b
e
r
の
よ
う
な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

サ
ー
ビ
ス
の
台
頭
に
際
し
、
自
分
た
ち
も
新
サ
ー
ビ

ス
・
新
規
事
業
が
で
き
な
い
か
考
え
る
。
そ
ん
な
姿

勢
の
事
業
者
・
地
域
が
未
来
を
拓
い
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

電
気
事
業
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
地
域
に
根
ざ
す

企
業
と
し
て
地
域
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
生
か
す
こ

と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
広
域
エ
リ
ア
で
公
益
事

業
を
営
む
企
業
と
し
て
、
自
治
体
の
枠
を
超
え
た
広

域
観
光
を
支
え
、
２
０
２
５
年
大
阪
万
博
の
実
現
に

向
け
、
自
ら
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
提
言

を
行
う
。
地
域
の
発
展
な
く
し
て
自
分
た
ち
の
未
来

も
な
い
わ
け
で
、
地
域
に
「
共
助
」
意
識
を
根
づ
か

せ
、
振
興
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と

に
期
待
し
た
い
。

滞
が
僅
か
８
分
と
劇
的
に
緩
和
。
予
約
制
導
入
に
際

し
て
は
、「
観
光
客
が
減
る
の
で
は
」
と
い
う
懸
念

も
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
。
し
か
し
結
果
的
に
、
観
光
客

は
ゆ
っ
く
り
山
頂
で
花
見
を
楽
し
む
時
間
が
で
き
て

満
足
度
が
増
し
、
食
事
や
土
産
物
購
入
な
ど
観
光
消

費
が
増
え
て
観
光
業
者
も
恩
恵
を
受
け
、
渋
滞
に
よ

り
生
活
に
支
障
を
来
し
て
い
た
地
元
住
民
の
イ
ラ
ダ

チ
も
解
消
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
観
光
客
・
事

業
者
・
地
元
住
民
と
い
う
三
者
が
W
i
n
-W
i
n
-

W
i
n
に
な
ら
な
い
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
生
ま
な
い

し
、
観
光
立
国
と
い
う
お
題
目
の
域
を
出
な
い
。

　

規
制
緩
和
や
新
た
な
法
整
備
な
ど
、
国
の
政
策
は

着
実
に
前
進
し
て
お
り
、
そ
れ
を
生
か
せ
る
か
ど
う

か
は
各
地
域
に
か
か
っ
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
規
制
緩
和
を
脅
威
と
受
け
止
め
る
よ
り
、
い
か
に

観光地選択にあたって消費者が考慮する6要素

関西自治体が考える地域の強み／弱み（複数回答  n=23）

イラダチ度モデルの概念図

高橋氏作成資料より

社会学者G.D.ドクシー提示資料をもとに高橋氏作成

近畿運輸局、近畿経済産業局の協力により高橋氏が主宰した「DMOのあり方」研究会の
「観光行政および観光振興組織に関するアンケート2015年」の資料をもとに作成

〈強み〉

〈弱み〉

自然資源

歴史・文化資源

物産・食など

イベント・催事
その他の資源

（大学・産業・施設・スポーツ）

観光資源の豊富さ・近接性

交通基盤・利便性

宿泊基盤

広域提携などの取り組み

インバウンドの取り組み・実績

都市のイメージ・ブランド・知名度

来訪者の定着化

人材の育成・豊富さ
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資源不足・活用に課題

通過地・日帰り・近隣観光

交通アクセス、二次交通

宿泊基盤不足・受入体制が不十分

情報発信不足

マーケティング、プロモーション、
観光データ不足

観光産業の位置づけ

財源など行政との関係

人材不足・取り組み不足

イメージ・ブランド力不足
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コンテンツの
魅力

（観光資源・サービス）

交通の便

割安感
（値ごろ感）

ムード
・

雰囲気

安心
・
安全

清潔感

観光地選択
の
6要素

〈モデルのプロセス〉
地域には相反する感情が同時に存在するようになる

幸福感 無関心 イラダチ 敵意 最終
レベル
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阪
大
医
学
部
在
学
中
の
２
０
１
４
年
、
若
者
の

力
で
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
課
題
を
解
決
す
る
学
生
団
体

「
i
n
o
c
h
i
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
創
設
。
世

界
6
カ
国
４
０
０
人
を
超
え
る
中
高
大
学
生
と
医
療

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
過
程
で
大
阪

の
企
業
や
人
々
に
は
鍛
え
ら
れ
育
て
て
も
ら
っ
た
恩

が
あ
る
。

　

大
阪
へ
の
万
博
誘
致
に
つ
い
て
初
め
て
聞
い
た
の

は
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
の
若

手
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
き
だ
。
実
現

す
れ
ば
大
阪
が
変
わ
る
機
会
に
な
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し

た
。

　

万
博
誘
致
の
検
討
会
に
参
加
し
た
と
き
、
参
加
者

の
平
均
年
齢
は
62
歳
。
年
配
者
は
我
々
若
者
に
な
い

経
験
、
人
脈
、
深
い
知
見
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し

万
博
を
、
こ
の
先
数
十
年
・
数
百
年
を
見
据
え
た
、

価
値
観
の
変
容
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
に
は
、
そ

の
世
代
の
意
見
だ
け
で
良
い
は
ず
が
な
い
。

　

健
康
・
長
寿
を
テ
ー
マ
に
す
る
今
回
の
万
博
で
は
、

人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
る
こ
と
に
な
る
若
者
世

代
が
何
を
考
え
る
か
、
そ
れ
を
反
映
し
な
い
と
始
ま

ら
な
い
。
万
博
を
、
た
だ
の
技
術
展
示
会
に
す
る
の

で
は
な
く
、
若
者
が
参
加
し
た
い
と
思
え
る
万
博
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
人
々
の
価
値
基

準
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な
「
問
い
」
が
必
要
だ
。

　

若
い
世
代
か
ら
意
見
を
集
め
、
１
０
０
の
提
言
書

を
つ
く
ろ
う
。
そ
う
決
め
て
、「
i
n
o
c
h
i
学
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
中
学
生
か
ら
大
学
生
く
ら

い
ま
で
の
世
代
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ア
を
募
っ
た
。
そ

の
成
果
で
あ
る
「
２
０
２
５
大
阪
万
博
誘
致 
若
者

１
０
０
の
提
言
書
」
に
は
、
①
人
類
と
は
何
か
を
問

う
万
博
、
②
生
と
は
何
か
を
問
う
万
博
、
③
真
の
豊

か
さ
を
問
う
万
博
、
④
多
様
性
に
感
動
す
る
万
博
、

⑤
世
代
を
超
え
て
共
創
す
る
万
博
、
と
い
う
５
つ

げ
ら
れ
た
「
い
の
ち
」
を
大
切
に
す
る
街
、
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
で
考
え
て
み
る
。
医
療
関
連
の
企
業
や

研
究
拠
点
が
集
積
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
街
、
難
病
の
人
も
こ
こ
に
来
れ
ば
、
今
ま
で
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
最
先
端
の
治
療
を
受
け
ら
れ
る
。
病

院
の
外
で
も
、
多
様
な
人
に
優
し
い
街
。
世
界
の
ど

こ
よ
り
も
「
い
の
ち
」
を
大
切
に
す
る
街
と
し
て
、

世
界
中
の
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
。
─
─
万
博
は
、

そ
ん
な
未
来
を
描
き
、
価
値
観
の
変
容
を
生
み
出
す

機
会
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
肝
要
。
そ
れ
が
長
期
的

に
地
域
の
価
値
を
高
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出

し
、
世
界
の
人
々
か
ら
、
日
本
に
・
関
西
に
・
大
阪

に
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
真
の
観
光
立
国
に
な

る
こ
と
に
繋
が
る
は
ず
だ
。

　

関
西
が
魅
力
的
な
街
に
な
る
た
め
に
、
電
力
会
社

が
で
き
る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン＊

な
ど
、
新
し
い
技
術
の
発
展
を
前
向
き
に
推
進
で

き
る
か
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
街
づ
く
り
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
と
い
う
観
点
は
重
要
だ
。
関
西
の
電

気
は
全
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
な
ど
、
難
し
い

が
世
界
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

万
博
と
い
う
、
関
西
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
に
も
未
来
を
見
据
え
た

思
い
切
っ
た
挑
戦
を
期
待
し
た
い
。

＊
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
を
困
難
に
し
た
分
散
型
の
記
録
管
理
技
術
。
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
に
代
表
さ
れ
る
暗
号
通
貨（
仮
想
通
貨
）の
基
盤
技
術
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。

の
根
源
的
な
問
い
に
対
し
各
20
個
、
若
者
の
ア
イ

デ
ア
を
詰
め
込
ん
だ
。
こ
れ
を
起
点
に
、
ウ
ェ
ブ

上
で
万
博
の
ア
イ
デ
ア
を
交
換
す
る
「W

A
K

A
ZO

.

O
N

LIN
E

」
も
開
設
し
た
。

　

最
近
で
は
、
万
博
誘
致
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

い
う
機
運
は
一
市
民
と
し
て
街
を
歩
い
て
い
て
も
感

じ
る
。
し
か
し
、
若
い
世
代
の
熱
狂
は
そ
れ
ほ
ど
で

な
い
の
も
ま
た
事
実
だ
。
競
合
国
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
見
て
い
る
と
、
若
者
の
活
躍
が
目
に
つ
く
。
フ

ラ
ン
ス
は
立
候
補
を
辞
退
し
た
が
、
誘
致
活
動
の
か

な
り
早
い
段
階
で
予
算
を
つ
け
、
世
界
中
か
ら
若
者

を
集
め
て
誘
致
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
わ
せ
て
い
た
。

そ
う
い
っ
た
投
資
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、

実
際
に
大
人
が
若
者
に
ど
こ
ま
で
権
限
移
譲
で
き
る

か
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
街
の
度
量
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

面
白
そ
う
だ
か
ら
、
若
者
に
や
ら
せ
て
み
よ
う
と
い

観 光 立 国 へ の 視 点

寺
本
将
行 

医
師
／
i
n
o
c
h
i
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事

万
博
誘
致

世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
大
阪
へ
、

若
者
が
価
値
観
を
変
え
て
い
く

てらもと　まさゆき
医師/inochi未来プロジェクト理事　　
1993年大阪市生まれ、奈良育ち。大
阪大学医学部在学中に阪大と京大の
医学部生を中心とした団体「inochi学
生プロジェクト」を創設、2015年世界経
済フォーラム（ダボス会議）の33歳以下
メンバー「Global Shaper」選任、（一
社）inochi未来プロジェクト理事、16年

「2025大阪万博誘致 若者100の提言
書」 編集委員長、17年「WAKAZO.
ONLINE」開設。18年より吹田市民病
院勤務。
https://www.facebook.com/masayuki.
teramoto.3

inochi学生プロジェクトの資料より

2025大阪万博誘致  若者100の提言書  http://inochi-gakusei.com/forum/teigen.pdf

う
風
土
は
、
大
阪
の
好
き
な
面
の
一

つ
だ
。

　

大
好
き
な
大
阪
だ
が
、
危
機
感
も

あ
る
。
周
囲
の
同
世
代
を
見
て
も
、

新
し
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
す
る
人
は

東
京
や
世
界
へ
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
が
「
こ
こ
で
や

り
た
い
」
と
思
う
街
で
な
い
と
、
活

気
あ
る
未
来
を
描
く
の
は
難
し
い
。

挑
戦
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う
。
た
と
え

失
敗
し
て
も
、
や
り
直
せ
る
─
─
そ

ん
な
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
る
街
な

ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
増
え
る
だ

ろ
う
。

　

大
阪
・
関
西
は
こ
の
10
年
で
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
観
光

面
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
も
増
え
、

明
ら
か
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
但
し
、

万
博
を
一
過
性
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
と

捉
え
て
は
い
け
な
い
。
本
当
の
意
味

で
長
く
続
く
観
光
立
国
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
こ
こ
に
し
か
な
い
「
気

品
の
高
い
」
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
り

続
け
る
、
街
と
し
て
の
価
値
観
が
必

要
だ
。

　

例
え
ば
万
博
の
テ
ー
マ
「
い
の
ち

輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
で
掲
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２
０
１
６
年
に
電
力
、
17
年
に
ガ
ス
の
小
売
が
全

面
自
由
化
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
は
本
格
的
な
競

争
時
代
に
突
入
し
た
。
一
方
で
人
口
減
少
や
省
エ

ネ
の
進
展
に
よ
り
電
力
需
要
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
、

２
０
５
０
年
に
は
現
状
の
２
～
３
割
程
度
減
少
す
る

と
の
見
通
し
も
あ
る
。

　

市
場
が
縮
小
す
る
な
か
で
自
由
化
し
た
の
だ
か
ら
、

今
の
ま
ま
の
業
界
構
造
で
も
つ
わ
け
が
な
い
。
自
由

化
で
先
行
し
た
欧
米
諸
国
で
も
、
大
手
企
業
に
よ
る

統
合
が
相
次
ぎ
、
寡
占
化
が
進
ん
だ
国
は
多
い
。
日

本
も
約
４
０
０
社
が
市
場
参
入
し
た
が
、
既
に
撤
退

表
明
し
た
新
電
力
も
あ
る
。
電
気
事
業
は
設
備
産
業

だ
か
ら
、
設
備
を
持
た
ず
取
引
所
か
ら
調
達
す
る
だ

け
の
新
電
力
は
い
ず
れ
大
半
が
姿
を
消
し
、
大
手
は

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
し
て
海
外
に
も
進
出
、

新
規
事
業
も
手
掛
け
る
形
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

大
手
以
外
で
生
き
残
る
可
能
性
が
高
い
の
は
、
地

域
に
密
着
し
、
経
済
活
性
化
や
雇
用
確
保
な
ど
に
貢

献
す
る
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
」
だ
。
例
え
ば
ド

イ
ツ
に
は
、
自
治
体
が
25
％
以
上
出
資
す
る
官
民
連

携
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル

ケ
」
が
約
１
４
６
０
社
も
あ
り
、
う
ち
９
０
０
社
以

上
が
電
気
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
も
自

由
化
を
機
に
電
力
会
社
の
統
合
が
進
ん
だ
が
、
多
く

の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
が
自
由
化
後
も
生
き
残
り
、

小
売
市
場
の
約
６
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

　

シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
の
特
徴
は
、
電
気
だ
け
で
な

く
ガ
ス
、
熱
供
給
、
水
道
、
廃
棄
物
処
理
、
公
共
交

通
、
通
信
な
ど
、
多
様
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と

だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
と
い
う
よ
り
「
総
合
イ
ン
フ

ラ
サ
ー
ビ
ス
会
社
」
と
し
て
、
地
域
の
生
活
や
産
業

に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
ド
イ
ツ
南
西
部
の
観
光
都
市
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

電
力
に
は
起
点
と
な
る
役
割
を
期
待
し
た
い
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
の
は
モ
ビ
リ
テ
ィ
市
場

と
の
融
合
だ
。
電
力
需
要
が
減
る
な
か
で
、
増
え
る

要
素
と
し
て
Ｅ
Ｖ
を
取
り
込
む
。
交
通
と
併
せ
て
一

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
れ
ば
、
自
分
も

潤
い
、
他
の
企
業
・
産
業
に
も
波
及
し
て
地
域
経
済

に
も
貢
献
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
や
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
も
有
効
な
打
ち
手
と
な
り
、
一
石
五
鳥
く
ら
い

の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

ぜ
ひ
「
総
合
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
会
社
」
と
し
て

地
域
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
発
電
事
業
で
雇
用
・
収
益

を
創
出
す
る
一
方
、
そ
の
収
益
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
な

ど
赤
字
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
交
通
イ
ン
フ
ラ
事
業

を
維
持
し
、
観
光
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
て
い

る
。
そ
う
し
た
地
域
貢
献
を
住
民
も
よ
く
知
っ
て
い

る
か
ら
、
電
気
代
が
多
少
高
く
て
も
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ

ル
ケ
を
選
ぶ
人
が
多
く
、
そ
れ
が
ま
た
地
域
に
還
元

さ
れ
る
と
い
う
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

日
本
の
電
力
会
社
は
、
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
と
は

企
業
規
模
も
カ
バ
ー
エ
リ
ア
の
広
さ
も
違
う
が
、
地

域
に
根
ざ
す
企
業
と
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は

同
じ
。
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
こ
と
で
収
益
を
上
げ
、
地

域
に
還
流
さ
せ
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、

「
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
強
み
を
生
か
す
」
と
い
う
視
点

─
─
自
分
の
強
み
を
認
識
し
た
上
で
そ
こ
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
視
点
こ
そ
重
要
だ
。

　

電
力
会
社
の
イ
ン
フ
ラ
の
中
で
最
も
今
後
の
可
能

観 光 立 国 へ の 視 点

瀧
口
信
一
郎 

日
本
総
合
研
究
所 

シ
ニ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

地
域
と
企
業

「
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
強
み
」で

地
域
を
支
え
る

たきぐち　しんいちろう
日本総合研究所 創発戦略センター シ
ニアスペシャリスト
1969年福岡県生まれ。京都大学大
学院修了、テキサス大学経営大学院
修了、MBA（エネルギーファイナンス）。
外資系コンサルティング会社、エネル
ギー関連アドバイザリー会社等を経て、
09年より日本総研。専門はエネルギー
政策・エネルギー事業戦略。共著『パリ
協定で動き出す再エネ大再編』『電力
小売全面自由化で動き出す分散型エ
ネルギー』『2020年、電力大再編』など。
http://www.jri.co.jp/staff/detail/
takiguchishinichiro/

性
に
期
待
で
き
る
の
は
、
地
域
内
に
張
り
巡
ら
さ
れ

た
配
電
網
だ
。
米
国
で
は
起
業
家
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
が
配
電
網
運
用
ビ
ジ
ネ
ス
に
着
目

し
て
い
る
。
海
外
か
ら
の
投
資
も
活
発
化
し
、
世
界

中
の
電
力
会
社
や
メ
ー
カ
ー
も
こ
ぞ
っ
て
投
資
に
加

わ
っ
て
い
る
。
起
点
は
太
陽
光
発
電
の
増
加
。
変
動

の
激
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
電
池
や
Ｅ
Ｖ
で
管
理
し

よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

日
本
で
も
Ｖ
Ｐ
Ｐ
（
仮
想
発
電
所
）
構
想
が
動
い

て
い
る
が
、
実
証
実
験
が
中
心
。
米
国
で
は
蓄
電
池

に
特
化
し
た
り
、
Ｅ
Ｖ
に
重
点
を
置
い
た
り
す
る
な

ど
、
実
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
動
き
が
次
々
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。
中
国
に
比
べ
、
勢
い
が
な
い
よ
う
に

も
見
え
る
米
国
だ
が
、
新
市
場
を
創
出
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
力
は
さ
す
が
に
健
在
。
停
滞
し
て
い
る

の
は
日
本
だ
け
だ
。
停
滞
マ
イ
ン
ド
を
吹
き
飛
ば
す

た
め
に
も
、
配
電
網
と
い
う
貴
重
な
イ
ン
フ
ラ
を
持

つ
電
力
会
社
が
率
先
し
て
動
い
て
は
ど
う
か
。

　

２
０
２
０
年
の
発
送
電
分
離
を
前
に
、
電
力
会
社

に
は
「
中
立
公
正
」
を
求
め
る
声
ば
か
り
目
立
つ
が
、

利
益
を
上
げ
な
け
れ
ば
地
域
へ
の
還
元
も
で
き
な
い
。

自
社
の
イ
ン
フ
ラ
を
う
ま
く
活
用
し
、
新
規
ビ
ジ
ネ

ス
や
サ
ー
ビ
ス
を
起
こ
せ
ば
い
い
。
電
力
需
要
が
減

る
と
コ
ス
ト
削
減
に
目
が
向
き
が
ち
だ
が
、
配
電
網

を
使
っ
て
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽
を
つ
く
る
。
誰
か
が
何

か
を
始
め
る
か
ら
次
の
動
き
が
つ
く
ら
れ
る
。
関
西

ドイツ国内におけるシュタットベルケの小売マーケットシェア

シュタットベルケの売上構成（2015年，億€）

シュタットベルケ・ハイデルベルクの事業構成

電力、ガス、熱は2015年データ、水道、下水は13年データ
　　ドイツ公社協会（VKU）資料に基づく日本総研の資料をもとに作成

ドイツ公社協会（VKU）資料に基づく日本総研の資料をもとに作成

シュタットベルケ・ハイデルベルク資料に基づく日本総研の資料をもとに作成

基盤整備を共同で推進

エネルギー・水

電気・ガス・熱・水 配電網・熱導管 省エネと環境 ケーブルカー 駐車場

エネルギー
有限会社

ネットワーク
有限会社

100%出資

59.1％ 94.9％ 100％ 62.7％ 100％

シュタットベルケ ハイデルベルク

環境
有限会社

登山鉄道
有限会社

ガレージ
有限会社

交通

ハイデルベルク市地元の
雇用創出

電力 523

ガス 261

熱 44

水道 62

下水 65

ゴミ収集 93

交通 12
通信 16
その他 76

電力 ガス 熱 水道 下水
0

20

40

60

80

100
（％）

60％ 65％ 69％
87％

42％
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原
な
ど
を
擁
す
る
関
宮
地
域
と
、
明
延

鉱
山
な
ど
が
位
置
す
る
大
屋
地
域
の
２

エ
リ
ア
で
、
各
エ
リ
ア
内
の
移
動
に
限

っ
て
運
行
さ
れ
る
。
運
賃
は
２
㎞
ま
で

６
０
０
円
、
以
後
は
７
５
０
ｍ
ご
と
に

１
０
０
円
加
算
。
タ
ク
シ
ー
料
金
の
56

％
～
73
％
程
度
と
、
割
安
に
な
る
。

左から、鉢
はちぶせやま

伏山の中腹に広がる「ハチ高原」、落差98mの名瀑「天
てんだき

滝」、蛍が乱舞する「奥
お く め い じ

米地」、国の重要文化財「名草神社」

別宮の棚田 ©岡山茂樹/PPS通信社

国
家
戦
略
特
区
の
優
等
生

　

兵
庫
県
北
部
、
但
馬
地
域
の
中
央
に

位
置
す
る
養や

ぶ父
市
は
、
２
０
０
４
年
い

わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
八
鹿
、

養
父
、
大
屋
、
関
宮
の
４
町
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
人
口
約
２
万
４
０
０
０

人
（
18
年
４
月
末
時
点
）
の
市
。
自
然

豊
か
な
市
内
に
は
、
兵
庫
県
最
高
峰
の

「
氷ひ

ょ
う
の
せ
ん

ノ
山
」、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
・
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
・
登
山
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
年
間
を
通
じ
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
「
ハ
チ
高
原
」、

日
本
の
原
風
景
と
も
言
え
る
「
別べ

っ
く
う宮

の
棚
田
」、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

「
明あ

け
の
べ延
鉱
山
」
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
・
遊

び
ど
こ
ろ
が
多
く
、
年
間
１
０
０
万
人

以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　

実
は
養
父
市
は
14
年
３
月
、
国
家
戦

略
特
区
・
中
山
間
農
業
改
革
特
区
に
指

定
。
高
齢
化
や
離
農
に
よ
る
担
い
手
不

足
に
悩
む
中
山
間
地
農
業
の
改
革
拠
点

と
し
て
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
べ

く
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
、
農
業
生
産

法
人
の
要
件
緩
和
、
６
次
産
業
化
の
推

進
、
空
き
家
再
生
な
ど
、
多
様
な
規
制

改
革
を
推
進
し
て
お
り
、「
国
家
戦
略

特
区
の
優
等
生
」
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。

全
国
初
、特
例
第
１
号
と
し
て

　

そ
ん
な
養
父
市
で
５
月
26
日
ス
タ
ー

ト
し
た
の
が
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
新
た

な
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
事
業

「
や
ぶ
く
る
」
だ
。
過
疎
地
域
の
公
共

交
通
代
替
輸
送
や
福
祉
輸
送
に
限
っ
て

認
め
ら
れ
て
い
る
現
行
の
自
家
用
有
償

旅
客
運
送
を
拡
充
し
た
も
の
で
、
国
家

戦
略
特
区
制
度
に
基
づ
く
「
道
路
運
送

法
の
特
例
」
活
用
第
１
号
と
し
て
、
地

域
住
民
だ
け
で
な
く
観
光
客
も
運
送
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

事
業
の
実
施
主
体
は
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
、
バ
ス
事
業
者
、
観
光
関
連
団

体
、
市
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
設

立
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

養
父
市
マ
イ

カ
ー
運
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。
ハ
チ
高

地域住民が観光客の足になる
マイカー運送事業

――モビリティ革命、養父の挑戦
関宮地域・大屋地域内の移動は「やぶくる」におまかせ ！

国家戦略特区としてさまざまな規制改革に取り組む兵庫県養
や ぶ

父市が、
２０１８年５月、新たな自家用有償観光旅客等運送事業をスタートさせた。

運送の対象を地域住民から観光客に拡げた全国初の試みだ。
その意義や概要を養父市国家戦略特区・地方創生課課長の谷 徳

のりみち

充さんに聞いた。

5月26日、「やぶくる」の発進式
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関
宮
・
大
屋
地
域
。
と
は
い
え
、
30
分

以
上
離
れ
た
関
宮
・
大
屋
地
域
ま
で
行

っ
て
ワ
ン
メ
ー
タ
ー
だ
っ
た
り
す
る
と

採
算
が
合
わ
ず
、
カ
バ
ー
で
き
て
い
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
両
地
域
の
地
域
内
運

送
は
「
や
ぶ
く
る
」、
エ
リ
ア
を
ま
た

ぐ
場
合
は
タ
ク
シ
ー
と
、
実
情
に
合
っ

た
棲
み
分
け
を
図
る
こ
と
に
し
た
。「
事

業
者
の
支
援
を
取
り
付
け
る
な
ん
て
、

『
針
の
穴
を
通
す
よ
う
な
し
く
み
を
つ

く
り
上
げ
た
』
と
評
価
し
て
く
だ
さ
る

方
も
い
ま
す
」

　

こ
う
し
て
「
や
ぶ
く
る
」
に
は
、
市

内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
３
社
揃
っ
て

参
画
し
、
電
話
受
付
・
配
車
手
配
な
ど

の
運
行
管
理
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
講
習
、
法
定

点
検
、
運
行
前
確
認
と
い
っ
た
安
全
対

策
に
も
プ
ロ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ

て
い
る
。

　

登
録
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
仕
事
依
頼
に

は
ス
マ
ホ
を
活
用
。
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
の
運
行
前
確
認
に
も
ス
マ
ホ

を
使
う
。「
タ
ク
シ
ー
会
社
の
提
案
で

テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
万
全
を

期
し
て
い
る
」

16
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
、参
上

　

５
月
の
ス
タ
ー
ト
時
点
で
、
登
録
ド

ラ
イ
バ
ー
は
女
性
２
人
を
含
む
16
人
。

安
全
確
保
へ
、 

プ
ロ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す

　

こ
の
事
業
が
画
期
的
な
の
は
、
観
光

客
を
対
象
に
し
た
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

「
タ
ク
シ
ー
会
社
が
事
業
の
実
施
主
体

と
し
て
参
画
す
る
の
も
初
め
て
。
緑
ナ

ン
バ
ー
が
白
ナ
ン
バ
ー
事
業
に
参
入
す

る
全
国
初
の
試
み
」
と
谷
さ
ん
は
言
う
。

　

養
父
市
内
に
は
３
つ
の
タ
ク
シ
ー
会

社
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
拠
点
は
Ｊ
Ｒ
沿

線
の
八
鹿
地
域
及
び
養
父
地
域
だ
が
、

観
光
資
源
が
多
く
点
在
し
て
い
る
の
は

「
ち
ょ
い
乗
り
」ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

皆
が
負
担
し
合
っ
て
で
も
新
事
業
を

起
こ
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
過
疎
地
域

特
有
の
事
情
が
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の

辺
り
で
は
１
人
１
台
の
マ
イ
カ
ー
が
当

た
り
前
。
お
金
を
払
っ
て
タ
ク
シ
ー
に

乗
る
と
い
う
文
化
は
な
く
、
隣
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
乗
せ
て
買
い
物
や
病
院
へ

行
く
の
が
日
常
風
景
だ
。

　
「
し
か
し
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
な

か
で
は
乗
せ
る
人
も
高
齢
化
し
、
地
域

の
生
活
が
成
り
立
た
な

く
な
る
。
10
年
後
20
年

後
を
見
据
え
て
今
、
手

を
打
た
な
い
と
」
と
、

危
機
感
を
露
わ
に
す
る
。

　

実
際
、
人
口
は
合
併

後
の
14
年
間
で
約
６
０

０
０
人
も
減
少
。
地
域

活
性
化
の
た
め
に
は
外

か
ら
人
を
集
め
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
観
光

で
訪
れ
、
養
父
の
フ
ァ

取材協力 ・ 写真提供／養父市国家戦略特区・地方創生課　やぶ市観光協会　　取材・編集／西野夏海

ン
に
な
っ
て
移
住
し
て
く
れ
る
の
が
何

よ
り
。
だ
か
ら
観
光
客
に
対
し
て
は
、

観
光
協
会
と
連
携
し
、
高
原
や
滝
と
い

っ
た
大
自
然
や
文
化
財
・
産
業
遺
産
な

ど
、
地
域
内
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ

る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。
多
様
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
間
の
「
ち
ょ
い
乗
り
ニ
ー
ズ
」

に
応
え
た
い
、
と
い
う
。

　

マ
イ
カ
ー
文
化
か
ら
タ
ク
シ
ー
文
化

へ
、
地
域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
へ
の
期

待
を
乗
せ
、「
や
ぶ
く
る
」
は
走
り
始

め
た
。

年
代
は
30
代
〜
70
代
と
幅
広
い
。
農
家

や
自
営
業
の
人
も
い
る
が
、
最
多
は
無

職
の
高
齢
者
。
リ
タ
イ
ア
後
の
第
２
の

人
生
、
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と

手
を
挙
げ
た
人
も
多
い
と
い
う
。

　

利
用
料
金
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
運

営
費
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
手
数
料

と
し
て
受
け
取
り
、
残
り
を
報
酬
と

し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
支
払
わ
れ
る
。
と

は
い
え
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
車
検
や
保
険

は
も
と
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
代
も
自
己
負

担
。
１
日
あ
た
り
売
上
目
標
も
初
年
度

６
０
０
０
円
、
２
年
目
１
万
円
。
事
業

規
模
は
決
し
て
大
き
い
と
は
言
え
な
い
。

　
「
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

タ
ク
シ
ー
会
社
も
ほ
と
ん
ど
手
弁
当
。

ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
と
い
う
よ
り
、
み
ん
な

が
少
し
ず
つ
負
担
し
て
成
立
さ
せ
た
と

い
う
ほ
う
が
実
情
に
近
い
」

養父市役所

養父地域
局

大屋地域局

関宮

関宮地域局

宿南

熊次 出合

建
屋

伊佐

養
父

八鹿

広谷

大屋

高柳

南谷

小佐

浅野

口大
屋

三
谷

西谷

大谷

定期バス路線経路

コミュニティバス路線経路

自家用有償バス路線経路

自家用有償観光客等運送事業実施区域
凡 例

関宮地域

大屋地域

自家用有償観光旅客等運送の実施
区域は、一般旅客自動車運送事業
者による対応が困難な区域を設定

自家用有償観光旅客等運送事業 実施区域

上／日本遺産に認定された「明延鉱山」。かつて日本一の錫鉱山として栄えた
下／当時一円で利用できた「一円電車」

女性ドライバーも活躍

兵庫県最高峰「氷ノ山」

事業スキーム

登録ドライバー
◆副収入

利用者
◆利便性UP

③お迎え・移動
ドライバーは
１０名～２０名程度を想定④支払

○移動距離が短くなる等、迅速な対応
○バス利用に比べ複数の目的地に対応が可能

タクシー事業者
◆事業拡大

①電話等で依頼

実施主体：（仮称）養父市
マイカー運送ネットワーク

手数料

委託料

徴収料金

②連絡（手配）
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地域社会と共に考え、共に未来を創る
地域社会と「共に考え、共に未来を創る」という思いを込め、2015年に新設した地域エネルギー本部。

地域との継続的な対話を通じて信頼関係構築に努めるとともにスマートコミュニティ、まちづくりなど
地域創造活動を展開。その意義と取り組み、今後の抱負を訊く──

森  望 関西電力 地域エネルギー本部 副本部長

ど
う
な
る
か
、
発
送
電
分
離
は
お
客
さ
ま

に
ど
う
い
う
影
響
が
あ
る
か
な
ど
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
全
体
の
新
し
い
動
き
に
つ
い

て
も
ご
説
明
し
て
い
る
。
決
し
て
「
原
子

力
が
再
稼
動
し
た
か
ら
終
わ
り
」
で
は
な

く
、
継
続
的
な
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
て

い
く
。

─
─
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
？

　

一
方
的
に
こ
ち
ら
の
事
情
を
説
明
し
て

も
納
得
は
い
た
だ
け
な
い
。
地
域
の
皆
さ

ま
の
心
配
ご
と
は
何
な
の
か
、
首
長
の

方
々
や
行
政
窓
口
の
方
々
と
双
方
向
で
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
き
る
「
顔
の
見
え
る
関

係
」
に
な
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
各
府

動
」
と
「
お
役
立
ち
活
動
」
を
両
輪
に
活

動
し
て
い
る
。

─
─
「
理
解
促
進
活
動
」、
何
を
理
解
し

て
も
ら
う
？

　

東
日
本
大
震
災
以
降
は
原
子
力
に
対
す

る
不
安
の
声
が
多
か
っ
た
の
で
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
対
し
、
安
全
対
策
や
万
一
事
故

が
起
き
た
と
き
の
避
難
計
画
も
含
め
て
、

国
の
考
え
方
や
我
々
の
取
り
組
み
を
ご
説

明
し
た
。
ま
た
当
時
は
需
給
が
ひ
っ
迫
し
、

計
画
停
電
や
節
電
要
請
、
電
気
料
金
値
上

げ
の
お
願
い
な
ど
、
ご
理
解
・
ご
協
力
い

た
だ
く
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
た
の
で
、

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
ご
説
明
し
て
い
っ
た
。

　

加
え
て
最
近
は
経
営
に
関
わ
る
幅
広
い

課
題
─
─
例
え
ば
自
由
化
で
電
力
市
場
は

●
活
動
の
狙
い

─
─
２
０
１
５
年
６
月
に
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
本
部
を
創
設
し
た
経
緯
は
？

　

本
部
に
な
っ
た
の
は
２
０
１
５
年
だ
が
、

組
織
発
足
は
６
年
前
の
12
年
４
月
。当
時
は

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

の
影
響
で
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
、
電

力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
な
ど
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
自
治
体
の
首
長
の
方
々
な
ど

か
ら「
関
西
電
力
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
」

と
お
叱
り
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
関
西
電
力
の
現
状
を

し
っ
か
り
ご
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
総
合
企
画
本
部
内
に
「
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
部
門
」
を
設
置
し
た
。
同
時
に
、
関

西
電
力
は
従
来
か
ら
地
域
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
き
た
の

で
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み
も
こ

の
部
門
の
役
割
と
位
置
づ
け
、
二
つ
の
側

面
か
ら
活
動
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
。
当
初
は
震
災
後
の
一

時
的
な
組
織
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ

た
が
、
地
域
対
応
は
我
々
に
と
っ
て
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
恒
常
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
明
確
に
す
る
た

め
、
総
合
企
画
本
部
か
ら
独
立
さ
せ
、
新

た
に
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
」
を
設
置

し
た
。

─
─
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
？

　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
は
「
10
年
後
の

あ
り
た
い
姿
」
と
し
て
「
地
域
社
会
か
ら

信
頼
さ
れ
、
地
域
社
会
と
共
に
持
続
的
な

成
長
・
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
」
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
二
つ
。
一
つ
は

当
社
の
事
業
方
針
や
事
業
活
動
に
対
し
て

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
理
解
・
共
感
を
得

る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
関
西
電
力
グ
ル

ー
プ
の
サ
ー
ビ
ス
や
知
見
を
フ
ル
活
用
し

た
ご
提
案
を
行
い
、
地
域
社
会
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
遂
行
す
る
た
め
、
震
災
直
後
の
部
門

発
足
当
初
か
ら
一
貫
し
て
「
理
解
促
進
活

た
。
そ
れ
よ
り
も
っ
と
面
白
い
話
を
し
よ

う
」
と
い
う
お
声
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
、
地
域
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
側
面
か
ら
お
手
伝
い
す
る
「
お

役
立
ち
活
動
」
が
増
え
て
き
た
。

●
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

─
─
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
な
ら
で
は
の

「
お
役
立
ち
活
動
」、
具
体
的
に
は
？

　

最
近
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
全
体
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
の
高
い
ま

ち
づ
く
り
─
─
い
わ
ゆ
る
「
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
構
想

の
お
手
伝
い
だ
。
地
域
の
皆
さ

ま
が
進
め
る
ス
マ
コ
ミ
構
想
に

参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て
蓄

積
し
て
き
た
知
見
を
生
か
し
て
、

新
し
い
技
術
や
ア
イ
デ
ア
な
ど

構
想
の
具
体
化
に
向
け
た
ご
提

案
を
行
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
堺
市
鉄
砲
町
地
区
で

は
、
近
く
の
三
宝
水
再
生
セ
ン

タ
ー
か
ら
出
る
排
熱
を
イ
オ
ン

モ
ー
ル
の
空
調
・
給
湯
に
活
用
。

再
生
処
理
し
た
水
も
施
設
内
の

県
・
市
町
村
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ

ア
の
支
社
が
、
足
繁
く
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
本
店
は
関
西
広
域
連

合
と
大
阪
府
・
大
阪
市
を
直
接
担
当
し
、

委
員
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
情

報
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
活
動
を
地
道
に
続
け
る
う

ち
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
い
い
関
係
が
で
き

て
き
た
。「
関
電
の
事
情
は
も
う
わ
か
っ

堺市鉄砲町の未利用エネルギー活用

地域におけるエネルギー問題を協議する
「おおさかスマートエネルギー協議会」

かんでんFOCUS

大阪府エネルギー温暖化対策講習会

行政事務局との意見交換会

民間事業者 住民 エネルギー供給事業者
（関西電力など）

各種団体 連携   協力 市町村

おおさかスマートエネルギー協議会
各主体が情報の共有を図り、意見交換を行うことにより、

それぞれの取り組みを促進

おおさかスマートエネルギーセンター
府・市、エネルギー供給事業者が共同して、さまざまなエネルギー関連施策を展開
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滋賀県（滋賀県湖南地域） 事業化可能性調査

大津市 ごみ処理施設整備・管理運営事業（建設中）

豊中市（千里中央） スマートコミュニティ

吹田市（万博公園南側） 万博スマートコミュニティ

京都府（けいはんな地区） スマートコミュニティ先導拠点化構想

大阪市（うめきたエリア） うめきたⅡ期開発プロジェクト

大阪市（中之島4・5丁目） 下水熱・河川水熱利用

横浜市（港北区） スマートコミュニティ（建設中）

尼崎市（JR塚口駅前） 環境モデル都市スマートコミュニティ

神戸市（JR三ノ宮駅周辺） 三宮駅周辺開発

神戸市（ポートアイランド） 1MW級水素CGS供給

姫路市（姫路港西部エリア） 事業化可能性調査

大阪市（Osaka Metro全域） 事業化可能性調査

堺市（鉄砲町） 下水再生水利用によるスマートコミュニティ

大阪府（上下水道） 事業化可能性調査

神奈川県

大阪府

京都府

滋賀県

兵庫県

実現済み

せ
せ
ら
ぎ
水
や
ト
イ
レ
洗
浄
水
に
利
用
し

て
い
る
。
下
水
再
生
水
を
熱
源
・
水
源
と

し
て
複
合
利
用
す
る
の
は
全
国
初
で
、
未

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
例
と
し
て

も
今
後
の
モ
デ
ル
に
な
る
試
み
だ
。

　

ま
た
吹
田
市
の
万
博
記
念
公
園
で
は
、

大
型
複
合
施
設EX

PO
CIT

Y

（
エ
キ
ス

ポ
シ
テ
ィ
）
と
、
隣
接
す
るPanasonic 

Stadium
 Suita

（
市
立
吹
田
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
）
が
受
電
設
備
を
介
し
て
つ

な
が
る
「
エ
リ
ア
一
括
受
電
」
を
提
案
。

平
常
時
に
は
施
設
内
の
太
陽
光
で
発
電
し

た
電
気
を
面
的
利
用
で
き
る
ほ
か
、
災
害

せ
、
需
給
調
整
を
行
う
の
が
Ｖ
Ｐ
Ｐ
だ
。

実
現
す
れ
ば
、
変
動
の
激
し
い
再
エ
ネ
も

使
い
や
す
く
な
り
、
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大

や
負
荷
平
準
化
、
電
気
の
効
率
利
用
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｐ
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
見
込
み
、
新
規
参
入
を
め
ざ
し
て
い
る

企
業
は
多
い
。
関
西
電
力
で
も
、
16
年
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
や
技
術
を
持
っ
た
企

業
と
協
力
し
て
実
証
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
至
近
で
は
、
管
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国

の
Ｅ
Ｖ
と
つ
な
い
で
充
電
の
遠
隔
制
御
の

実
験
を
行
っ
て
お
り
、単
に
「
kWh
×
単
価
」

で
電
気
を
売
る
だ
け
で
な
く
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ
サ

ー
ビ
ス
と
組
み
合
わ
せ
た
付
加
価
値
の
提

供
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。
今
は
そ
れ
に

備
え
て
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
え
て
い
る

段
階
。

─
─
実
用
化
の
目
処
は
？

　

機
器
の
接
続
は
進
ん
で
い
る
が
、
個
々

の
容
量
が
小
さ
い
た
め
、
た
く
さ
ん
集
め

な
い
と
発
電
所
ほ
ど
の
パ
ワ
ー
に
な
ら
な

い
。
技
術
的
に
は
可
能
だ
が
、
問
題
は
量

と
ス
ピ
ー
ド
。
電
力
系
統
全
体
の
変
動
を

吸
収
で
き
る
よ
う
な
量
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
確
保
し
、
需
給
調
整
を
実
現
す
る
に
は
、

も
う
少
し
実
証
が
必
要
。
一
方
、
国
側
で

は
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
な
ど
の
制
度
設
計
も

進
ん
で
お
り
、
そ
の
動
向
も
注
視
し
つ
つ
、

事
業
化
の
時
期
を
探
っ
て
い
る
。
新
し
い

動
き
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
、
む
し
ろ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
専
門
と
す
る
我
々
こ
そ
先

行
す
る
つ
も
り
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

●
大
阪
都
心
部
の
ま
ち
づ
く
り

─
─
大
阪
は
中
之
島
、
夢
洲
な
ど
、
大
規

模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
。
関
西

電
力
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
？

　

関
西
電
力
が
本
店
を
置
く
中
之
島
で
は
、

地
権
者
企
業
な
ど
28
社
（
18
年
6
月
時

点
）
が
「
中
之
島
ま
ち
み
ら
い
協
議
会
」

を
組
織
し
、
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。
こ
の
協

議
会
の
事
務
局
と
し
て
、
災
害
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
策
定
、
防
災
講
演
会
の
開
催
な

ど
、
地
域
の
防
災
性
を
高
め
る
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
中
之
島

２
・
３
丁
目
地
区
で
は
、
グ
ル
ー
プ
企
業

の
関
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が

河
川
水
熱
（
温
度
差
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を

利
用
し
た
地
域
熱
供
給
サ
ー
ビ
ス
を
手
が

け
て
お
り
、
今
後
エ
リ
ア
を
広
げ
、
地
域

全
体
で
よ
り
効
率
的
な
運
用
を
図
ろ
う
と

し
て
い
る
。

─
─
２
０
２
５
年
誘
致
を
め
ざ
す
大
阪
万

博
に
つ
い
て
は
？

　

大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
れ
ば
、
関
西
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
。
関
西
に
根
ざ
す
企

業
と
し
て
は
大
い
に
期
待
し
て
お
り
、
ま

ず
は
今
年
11
月
の
開
催
地
決
定
に
向
け

て
、
関
電
ビ
ル
頂
上
部
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
「Liv-Lit

（
リ
ブ
リ
ッ
ト
）」
を
万
博

誘
致
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
５
色
で
点
灯
し
た
り
、

中
之
島
ま
ち
み
ら
い
協
議
会
と
連
携
し
た

取
り
組
み
だ
と
自
負
し
て
い
る
。

─
─
ス
マ
コ
ミ
等
の
取
り
組
み
は
自
治
体

や
参
加
企
業
の
反
応
も
良
い
よ
う
だ
が
。

　

我
々
は
営
業
部
門
と
は
独
立
し
て
お
り
、

関
西
電
力
の
電
気
や
ガ
ス
の
販
売
と
切
り

離
し
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
先
方
に
も

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
提
案
を
聞
い
て
い
た
だ

け
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

有
り
難
い
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、

他
の
自
治
体
か
ら
視
察
に
来
ら
れ
、「
う

ち
で
も
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
ご
要
望
を

い
た
だ
く
こ
と
も
多
い
。
実
績
を
積
み
上

げ
る
こ
と
で
次
に
つ
な
が
る
好
循
環
が
生

ま
れ
始
め
て
お
り
、
非
常
に
嬉
し
く
思
っ

て
い
る
。

●
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト

─
─
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
と
い
え
ば
、

Ｖ
Ｐ
Ｐ
（
仮
想
発
電
所
）
も
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　

ス
マ
コ
ミ
構
想
が
特
定
エ
リ
ア
内
で
の

効
率
利
用
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ
は

エ
リ
ア
に
縛
ら
れ
な
い
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
の
か
た
ち
。
電
力
系
統
に
点
在
す

る
お
客
さ
ま
の
設
備
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
で
遠

隔
監
視
・
制
御
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ

た
か
も
一
つ
の
発
電
所
の
よ
う
に
機
能
さ

な
ど
の
非
常
時
に
は
防

災
拠
点
と
な
る
ス
タ
ジ

ア
ム
に
最
低
限
の
電
力

を
継
続
し
て
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ＊

の
観
点
に
立
っ

た
先
進
的
な
取
り
組
み

と
言
え
る
。

＊B
usiness C

ontinuity P
lan

（
事
業
継
続
計
画
）

─
─
地
域
通
貨
と
連
携

し
た
ス
マ
コ
ミ
構
想
に

も
参
画
し
た
と
か
？

　

尼
崎
市
の
Ｊ
Ｒ
塚
口

駅
前
で
の
再
開
発
に
あ

た
っ
て
、
尼
崎
市
の
地

域
通
貨「
Z
U
T
T
O
・

E
C
O
ま
い
ポ
」
と
連

携
し
た
デ
マ
ン
ド
レ
ス

ポ
ン
ス
を
提
案
。
夏
冬

の
電
力
需
要
ピ
ー
ク
と

な
る
時
間
帯
に
地
元
商

店
な
ど
へ
外
出
さ
れ
た

場
合
に
地
域
通
貨
ポ
イ

ン
ト
を
さ
し
あ
げ
る
し

く
み
。「
環
境
モ
デ
ル

都
市
あ
ま
が
さ
き
」
に

相
応
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な

吹田万博公園のスマートコミュニティ

地域創造活動に関する取り組み事例

「バーチャルパワープラント構築実証事業」のイメージ

かんでんFOCUS
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取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、
誘
致
委
員
会
の

活
動
に
協
力
し
て
い
る
。

─
─
万
博
会
場
と
な
る
夢
洲
地
区
で
は
、

Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
構
想
も
検
討

さ
れ
て
い
る
が
。

　

万
博
は
も
ち
ろ
ん
、
街
と
し
て
次
の
発

展
も
視
野
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
は

情
報
通
信
や
交
通
と
セ
ッ
ト
で
考
え
る
側

面
が
大
き
く
な
る
。
そ
う
や
っ
て
新
し
い

街
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

　

夢
洲
の
よ
う
な
ま
っ
さ
ら
な
土
地
に
新

し
い
街
を
つ
く
る
の
は
、
地
域
に
と
っ
て

も
滅
多
に
な
い
チ
ャ
ン
ス
。
関
連
自
治
体

や
経
済
団
体
の
方
々
と
し
っ
か
り
連
携
し

な
が
ら
、
構
想
実
現
に
向
け
、
我
々
に
で

き
る
こ
と
を
協
力
し
て
い
き
た
い
。

●
課
題
と
抱
負

─
─
本
部
設
置
か
ら
丸
３
年
。
今
後
の
抱

負
は
？

　

や
は
り
本
部
と
し
て
独
立
し
た
際
の

思
い
「
共
に
考
え
、
共
に
未
来
を
創
る
」

─
─
こ
の
言
葉
が
全
て
を
表
し
て
い
る
。

関
西
電
力
が
ど
う
い
う
会
社
で
何
を
考
え

関電ビル頂上部のライトアップ

て
い
る
か
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
前
提
。
継
続
的
な
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、
信
頼
関
係

を
構
築
し
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
く
。
地
域
の
発
展
と
会
社
の
発
展
を

同
時
に
実
現
す
る
の
が
理
想
だ
。

─
─
そ
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
、
何
を

し
て
い
く
？

　

柔
軟
な
発
想
で
、
新
し
い
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
排
除

せ
ず
、
新
し
い
動
き
を
キ
ャ
ッ
チ
し
な
が

ら
、
我
々
も
新
し
い
提
案
を
し
て
い
き
た

い
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
我
々
と
組
み
た
い
と

い
っ
て
く
れ
る
事
業
者
さ
ん
と
は
、
積
極

的
に
協
働
し
て
い
く
。
従
来
の
電
力
会
社

の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
例

え
ば
競
合
す
る
新
電
力
に
近
い
企
業
の

方
々
と
も
一
緒
に
考
え
て
い
く
。「
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
ま
で
は
い
か

な
く
て
も
、
や
っ
ぱ
り
新
し
い
交
流
の
中

で
こ
そ
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
事
業
も
生

ま
れ
て
く
る
は
ず
な
の
で
、
偏
る
こ
と
な

く
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

かんでんFOCUS
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京都とともに、１２７年の水脈
明治維新の東京遷都により人口減少や産業衰退に直面した古都・京都の再興を後押しし、
近代化の原動力となった蹴上発電所。
今も現役で京都の街を支え続ける一方、観光振興という新たな役割も担う。
地域に根ざす企業としての現場の取り組みを追った。
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目
。
今
回
は
京
都
市
と
の
共
同
受
賞
で
あ
り
、

京
都
の
建
造
物
が
認
定
さ
れ
た
の
は
初
め
て
だ
。

蹴
上
発
電
所
が
日
本
初
の
事
業
用
水
力
発
電
所

で
あ
り
、
そ
の
発
電
し
た
電
気
が
街
灯
や
工
業

用
電
力
、
日
本
初
の
電
気
鉄
道
に
使
わ
れ
る
な

ど
、
京
都
ひ
い
て
は
日
本
の
産
業
の
近
代
化
に

貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

日
本
の
近
代
化
を
牽
引

　
「
見
学
会
で
は
日
本
の
近
代
化
を
牽
引
し
た

発
電
所
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
」
と
笑

顔
を
見
せ
る
の
は
、
京
都
電
力
部
京
都
電
力
所

で
水
力
変
電
の
保
全
主
任
を
務
め
る
伊
吹
達
也

だ
。
水
力
発
電
所
・
変
電
所
の
保
全
業
務
に
携

わ
る
傍
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
の
知
見
を
生
か
し
、
地

域
対
応
・
見
学
対
応
も
担
当
。

　
「
蹴
上
発
電
所
以
前
の
主
要
電
源
は
石
炭
火

力
で
あ
っ
た
が
、
石
炭
価
格
の
高
騰
に
よ
り
安

定
的
に
低
コ
ス
ト
で
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

電
気
の
普
及
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し

水
力
発
電
の
開
発
が
進
め
ら
れ
電
気
料
金
が
下

が
る
と
、
電
気
は
急
速
に
普
及
し
て
近
代
化
の

原
動
力
に
な
っ
た
。『
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の

が
蹴
上
発
電
所
で
す
』
と
説
明
す
る
と
、『
日

本
初
の
事
業
用
水
力
発
電
所
と
い
う
こ
と
は
知

っ
て
い
た
が
、
歴
史
的
な
役
割
ま
で
は
知
ら
な

か
っ
た
』
と
感
心
し
て
く
だ
さ
る
方
も
多
い
」

と
語
る
。

明
治
１
５
０
年
を
機
に
広
く
お
披
露
目

　

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
認
定
を
機
に
、

蹴
上
発
電
所
は
貴
重
な
産
業
遺
産
と
し
て
、
注

目
が
高
ま
っ
た
。
折
し
も
２
０
１
８
年
は
明
治

維
新
か
ら
１
５
０
年
。
節
目
の
年
を
迎
え
、
観

光
資
源
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
も
さ

ら
に
高
ま
っ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
関
西
電
力
は
、
こ
れ
ま

で
原
則
非
公
開
だ
っ
た
蹴
上
発
電
所
の
一
般
公

開
を
決
定
。
２
０
１
８
年
３
月
よ
り
毎
週
金
曜

日
午
前
・
午
後
の
計
２
回
、
事
前
予
約
し
た
希

望
者
（
定
員
20
人
）
を
対
象
に
、
普
段
立
ち
入

れ
な
い
発
電
所
構
内
を
案
内
す
る
「
蹴
上
発
電

所
見
学
会
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

予
約
満
員
が
続
く
大
盛
況

　

現
在
、
蹴
上
発
電
所
見
学
会
は
一
般
公
開
が

始
ま
っ
て
以
降
、
予
約
満
員
の
大
盛
況
。
見
学

希
望
者
も
近
隣
府
県
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
に

及
ぶ
な
ど
、
上
々
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、

「
ま
だ
ま
だ
工
夫
の
余
地
は
あ
る
」
と
伊
吹
は

言
う
。

　
「
歴
史
や
技
術
が
好
き
で
、『
も
っ
と
深
く
知

り
た
い
』
と
い
う
人
に
も
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
説
明
を
心
掛
け
た
い
。
設
備
面
の
充
実
も
こ

れ
か
ら
の
課
題
。
せ
っ
か
く
の
資
源
、
有
効
に

活
用
し
て
地
域
振
興
の
お
役
に
立
て
た
い
」

水
力
発
電
事
業
発
祥
の
地

　

南
禅
寺
、
知
恩
院
な
ど
名
高
い
神
社
仏
閣
が

集
積
し
、
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
の
名
所
と
し
て

も
知
ら
れ
る
京
都
・
東
山
。
そ
の
一
画
に
、
１

世
紀
以
上
に
亘
り
京
都
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支

え
て
き
た
発
電
所
が
あ
る
。
日
本
初
の
事
業
用

水
力
発
電
所
・
蹴
上
発
電
所
だ
。

　

今
か
ら
１
２
７
年
前
の
１
８
９
１
（
明
治
24
）

年
、
第
１
期
蹴
上
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し
た
。

琵
琶
湖
の
水
を
京
都
に
引
き
込
む
琵
琶
湖
疏
水

を
利
用
し
た
水
路
式
発
電
所
で
、
そ
の
発
電
し

た
電
気
は
日
本
初
の
電
気
鉄
道
（
京
都
電
気
鉄

道
、
の
ち
の
京
都
市
電
）
に
も
使
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
増
え
続
け
る
電
力
需
要
を
賄
う
べ

く
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
に
第
２
期
発
電
所
、

１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
に
第
３
期
発
電
所
が

竣
工
。
今
や
第
１
期
は
現
存
せ
ず
、
第
２
期
の

レ
ン
ガ
造
り
の
建
屋
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
が
、

第
３
期
は
今
も
現
役
の
発
電
所
と
し
て
、
京
都

の
街
に
電
気
を
送
り
続
け
て
い
る
。

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
に
認
定

　

２
０
１
６
年
９
月
、
関
西
電
力
に
嬉
し
い
知

ら
せ
が
届
い
た
。
蹴
上
発
電
所
が
世
界
的
に
権

威
あ
る
『
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
（
ア
イ
・
ト
リ
プ
ル
・
イ

ー
）
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
』
に
認
定
さ
れ
た
の
だ
。

　

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ（T

he Institute of Electrical and 

Electronics Engineers

）
と
は
世
界
１
６
０

カ
国
以
上
、
42
万
人
超
の
会
員
を
擁
す
る
電

気
・
電
子
技
術
な
ど
の
人
類
社
会
に
有
益
な
技

術
革
新
に
貢
献
す
る
世
界
最
大
の
専
門
家
組
織
。

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
は
、
電
気
・
電

子
・
情
報
・
通
信
の
関
連
分
野
で
達
成
さ
れ
た

画
期
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
も
社
会
や
産

業
の
発
展
に
貢
献
し
、
か
つ
開
発
完
了
か
ら
25

年
以
上
経
過
し
た
歴
史
的
偉
業
を
表
彰
す
る
制

度
と
し
て
、
１
９
８
３
年
に
制
定
さ
れ
た
。

　

日
本
で
は
東
海
道
新
幹
線
、
自
動
改
札
シ
ス

テ
ム
な
ど
約
30
例
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
国
内

の
電
力
会
社
で
は
、
関
西
電
力
の
黒
部
川
第
四

発
電
所
（
２
０
１
０
年
認
定
）
に
続
い
て
２
例

水圧鉄管

見学対応も行う伊吹

レンガ造りの第２期発電所

第２期蹴上発電所の建物の正面に掲
げられた『功天亮』（てんこうをたすく）の
文字は、今上（平成）天皇の祖父である
久邇宮 邦彦王の筆によるもの。「水力
エネルギーという自然の恵みを、人々の
暮らしに生かすことこそ、天の意思に叶
うものである」という関西電力の思いが
込められている。

発電所構内には、世界的な電気・電子技術の専門家組織IEEEより
贈られた銘板（手前）『水力発電事業発祥之地」の石碑（左奥）もある

アーチ型の放水口巡視点検をする中江



題字　森　詳介（関西電力株式会社 相談役）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
2019年ラグビーワールドカップ、2020年東京オリンピック･パラリン
ピック、2021年ワールドマスターズゲームズ、そして2025年国際
博覧会の大阪・関西開催へ、グローバルイベントが続き、訪日客数
の増加も期待されるなか、今号のテーマは「都市間競争と観光立
国」です。橋爪紳也さん、デービッド･アトキンソンさん、矢ケ崎紀
子さんにお集まりいただいた［鼎談］では、観光立国への日本の現
状とビジョン、課題について、議論を展開。続く［オピニオン］では、

「競争戦略」「万博誘致」「地域と企業」の各面から観光立国へ
の視点について識者・専門家に提言をいただきました。
観光関連の旬の取り組みとして［旬発NIPPON］では、全国初
のマイカーによる観光客運送サービスを開始した兵庫県養父市の

「やぶくる」を紹介。また［Person］では、バブリーダンスで一世を
風靡し、大阪万博をモチーフとした作品もある気鋭の振付師に登
場いただきました。
鼎談そしてオピニオンでも指摘されたように、電力会社は地域に根
ざすインフラ企業。［かんでんFocus］では地域社会と「共に考え
共に未来を創る」という思いで2015年に発足した地域エネルギー
本部の取り組みや抱負を訊きました。［現場力⤴最前線］では、明
治期の運転開始以来、京都ひいては日本の近代化の原動力とな
り、127年後の今も京都の街を支え続けるとともに、今年からは産
業観光資源として一般公開も始めた「蹴上発電所」を守る者たち
の活動を追いました。
躍動感溢れる眩しい季節、夏への扉を開けながら、新しい『躍』を
お届けします。（T）

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 広報室　
発行人／松倉克浩　編集人／近藤賀彦
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

今号の取材は2018年5月10日までに実施したものです。

新ＣＭで、万博誘致活動をさらに応援します！
関西電力は、２０２５年大阪での国際博覧会実現に向
けた取り組みなどで盛り上がる関西地域の魅力をお伝え
することで、誘致活動がより広く発信されるとともに、関
西地域の価値向上の一助になりたいとの思いで、新ＣＭ

「MOVE the KANSAI」篇を放映しています。関西出身
の男性ロックバンド「ウルフルズ」が書き下ろしたＣＭオリジ
ナル楽曲「パワー」に合わせ、『あなたのパワーで関西を
前へ』をコンセプトに、人々の笑顔と元気で関西はもっと
前に向かっていく、そして関西電力もその力になりたい、と
いう想いを伝えています。

ホームページから
新CMをご覧いただけます。

INFORMATION

こ
の
先
も
長
く
元
気
に

活
躍
さ
せ
る
た
め
に

　

同
電
力
所
の
作
業
長
・
中
江
洋
介
は
、
管
内

８
カ
所
の
水
力
発
電
所
の
巡
視
点
検
や
工
事
立

会
、
機
器
の
取
替
な
ど
発
電
所
に
足
を
運
ぶ
こ

と
が
多
い
。
蹴
上
の
他
に
も
京
都
に
は
建
設
か

ら
１
０
０
年
を
超
え
る
水
力
発
電
所
が
幾
つ
も

あ
る
。
蹴
上
と
同
じ
く
琵
琶
湖
の
水
を
利
用
し

た
宇
治
発
電
所
は
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
運

転
開
始
、
蹴
上
の
下
流
に
あ
る
え
び
す
が
わ

夷
川
発
電
所
、

墨す
み
ぞ
め染
発
電
所
は
と
も
に
１
９
１
４
（
大
正
３
）

年
運
転
開
始
。
し
か
も
宇
治
と
夷
川
は
、
建
設

当
時
の
建
屋
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
使
わ

れ
て
い
る
。

　
「
歴
史
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

設
備
も
古
い
と
い
う
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
発
電
機

な
ど
の
機
器
は
何
度
か
新
し
い
も
の
に
取
り
替

え
ら
れ
て
い
る
が
、
突
発
的
な
故
障
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
設
備
の
不
具
合
を

一
つ
で
も
減
ら
し
、
い
か
に
し
て
延
命
さ
せ
る

か
に
知
恵
を
絞
り
、
信
頼
度
を
上
げ
ら
れ
た
と

き
の
達
成
感
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
」

　

中
江
の
言
葉
に
伊
吹
も
「
ト
ラ
ブ
ル
で
止
ま

っ
た
設
備
を
復
旧
さ
せ
た
と
き
、
ま
た
自
分
の

立
て
た
改
修
計
画
に
よ
っ
て
信
頼
度
が
上
が
っ

た
と
き
は
、
や
り
甲
斐
を
感
じ
る
」
と
頷
く
。

取材・編集／田窪由美子

約
20
年
ぶ
り
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

　

１
９
３
６
年
の
運
転
開
始
か
ら
82
年
。
今
も

一
般
家
庭
約
５
千
世
帯
分
の
電
気
を
発
電
し
続

け
て
い
る
蹴
上
発
電
所
は
、
約
20
年
ぶ
り
の
大

規
模
設
備
改
修
「
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
」
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　
「
水
車
発
電
機
の
部
品
１
点
１
点
を
分
解
し
、

部
品
の
取
り
替
え
や
、
補
修
・
点
検
を
行
う
オ

ー
バ
ー
ホ
ー
ル
は
、
我
々
に
と
っ
て
も
現
役
中

に
１
回
経
験
で
き
る
か
ど
う
か
。
ま
さ
に
技
術

継
承
の
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
ベ
テ
ラ
ン
の
伊
吹
が

言
え
ば
、
作
業
長
と
し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た

る
中
江
も
、
人
材
育
成
の
場
と
し
て
の
重
要
性

を
強
調
す
る
。

　
「
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
は
な
か
な
か
経
験
で
き

な
い
の
で
、
若
手
に
経
験
で
き
る
機
会
が
あ
る

な
ら
、
ぜ
ひ
そ
の
機
会
に
多
く
を
学
ん
で
ほ
し

い
。
私
自
身
も
過
去
の
研
修
で
オ
ー
バ
ー
ホ
ー

ル
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
水
力
を

学
び
、
今
の
道
に
進
ん
だ
。
今
回
も
で
き
る
だ

け
多
く
の
若
手
に
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
現
場
を

経
験
し
て
も
ら
い
、
次
の
世
代
に
技
術
を
継
承

し
て
い
き
た
い
」

　

千
年
の
古
都
を
支
え
る
電
気
を
、
未
来
に
向

け
て
守
り
続
け
る
者
た
ち
が
い
た
。

2025年国際博覧会を
大阪・関西へ

今なお現役の発電機

20年前のオーバーホール
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